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あ
な
た
の
家
に
も
き
っ
と
あ
る
と

　
　
　
　
、
思
い
ま
す
。
　
「
家
庭
常
備
薬
」
と
印

3
刷
し
た
箱
．
そ
の
中
窪
い
え
ば
、

　
　
　
　
救
急
的
に
役
立
つ
薬
品
　
代
表
的
な

蓼　　
　
　
も
の
と
い
え
ば
、
メ
ン
タ
ム
・
ア
カ

灘
す
嫉
響
蟻
舘

囎
く
q
鷹
炉
藤
震
罐
襟

柵
　
　
　
　
　
△
五
年
位
、
入
れ
替
え
を
し
て
い
な

㎜
　
　
3
い
配
置
医
薬
品
（
家
庭
常
備
薬
）
は
、

㎜
　
　
隻
絶
対
、
服
用
し
な
い
こ
と
。

㎜
　
　
　
　
　
△
こ
の
よ
う
な
薬
品
は
、
ま
ち
が
い

㎜
窃
雛
誓
鰯
礫
鰭
濯

㎜
　
　
　
　
　
△
医
薬
品
に
限
ら
ず
、
農
薬
も
含
め

…
　
　
　
　
　
て
そ
の
使
い
方
は
、
説
明
書
な
ど
を

㎜
　
　
　
　
　
よ
く
続
み
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

闘

㎜
　
撫
鑛
薄
琶
誰

㎜
藻
署
イ

嚢醸μv￥、亀乙

II

　そこで、徴収は町で行い
ますから立木を伐採した方は、

必ず税務係に申告して下さい。

　なお、これとは別に伐採され
た方には「山林所得」として申
告していただきます。

　糊lj控除として、自家用の場
合見不酬面格から、売買の場合販

売価格からそれぞれ控除があり
税率も安くなっており、他の所
得より更に優遇されています。

　50万円が今年の特別控除額で
すからこの金額以下であれば、

所得になりません。

　みなさんの土地に育っている
立木（杉・松など雑木全般。）は

固定資産税の算定価格に含まれ
ていません。

　伏採したときには売買や自家
用を問わず木材引取税が課税に
なります。

　売買の場合、木材を買った人
がこの税金を納めます。一方、

売った人はこの税金を徴収し、

取引内容の申告と併せて町へ納
付することが義務づけられてい
ます。自家用にした場合、使用
した人が納税と取引の申告をし
なければなりません。
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樋髪

人四
月
一
日
付

△
異
動
竹
内
義
一

竹
内
茂
俊

高
橋
宏
子

△
新
採
用

事
（
浦
田
診
療
所
事
務
長

と
浦
田
支
所
長
を
兼
務
）

（
浦
田
支
所
↓
社
教
へ
）

（
松
之
山
小
↓
総
務
課

庶
務
係
へ
）

本山敏雄
（産業課・農施係）

小林　哲『
総務課・財政係）

■閑■■F『■馬漕輪艇舞嚢

江ロ真知子
（松之山診・看護婦）

村山恵一
（松之山小・使丁）

△
退
職
（
四
月
十
六
日
付
）

大
見
勝
平
（
助
役
）

涌
井
君
子
（
総
務
課
）

新
婚
さ
ん

村
山
　
正
知
（
坪
野
・
前
）

村
山
　
好
江
（
東
京
都
）

小
野
塚
秀
一
（
東
川
・
橋
場
）

高
橋
ひ
ろ
子
（
中
尾
・
中
村
）

う
ぶ
声

高
橋
裕
美

高
橋
　
茂
雄

石
塚
　
知
明

重
野
友
美

和
久
井
寿
子

重
野
　
　
明

佐
藤
美
咲

村
山
　
知
一

高
橋
康
代

小
野
塚
弥
生

南田田相丸
雲辺辺沢山

有真陽和
子理介彦隆

山
口
こ
ず
え

樋
口
和
彦

亀
太
郎
の
二
女

正
治
の
二
男

道
男
の
長
男

信
幸
の
長
女

喜
良
の
長
女

勘
司
の
長
男

繁
の
　
長
女

正
知
の
長
男

松
巳
の
二
女

修
の
　
長
女

富
雄
の
長
男

正
平
の
長
男

広
の
　
長
男

広
の
　
二
女

敏
雄
の
長
女

達
夫
の
三
女

慎
次
の
長
男

お
く
や
み

樋
ロ
　
シ
サ

佐
藤
　
キ
イ

涌
井
喜
代
次

福
原
　
ヨ
シ

本
山
八
十
吉

竹
内
　
久
作

小
見
　
　
武

保
坂
　
重
蔵

山
岸
　
　
昭

鯉．璽⑤

坪兎
野口

天
水
島

天
水
島

北
浦
田

上
蝦
池

水
　
梨

上
蝦
池

上
の
山
坪
野

天
水
島

坂松松小藤湯

中口口谷倉本

湯
之
島

松
之
山

後

　
　
　
　
…
角
や

四
｝
観
音
寺
｝
上
の
端

塑
中
尾
…
藤
ぜ
ん

塑
北
浦
田
…
沢

⑯
樋
田
…
前

鯉
黒
倉
箭
田

㈲
…
崩
田
尺
え
ん

㈲
…
湯
之
島
…
平
べ
え
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■
発
行
／
松
之
山
町
　
巳
編
集
／
議
会
事
務
局
　
旧
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K

濠
を
も
と
め
で

「
ホ
ラ
」
ぼ
く
の
足
き
き
㌔
民
誕
郎
児
）

　
　
　
　
　
足
が
ゆ
れ
て
い
る
み
た
い
だ
ネ
犠聡（

七
月
二
十
八
日

騨．
，、ぷ、、｝謝墾

レ
お
よ
い
だ
あ
と
の
一
杯
は
う
ま
い
な
…



1広報まつのやま　Nα601111”””ll”IIll”1”1”il”lll””1””1“lll”1””1”II”Ill””1”lll””IlllIIllII”III”””1”1”IIII”””1””II””1”llll”1”1”1””1”II””Ill””1”m【2】1”1”【3】”II”””IIIII”””1“”1”“ll””IllI”IIll”””11111”””1””1””1”ll”””1””広報奮つのやま　Nα60111M“1“”1“llII

l
O
o
o
F
ー

驚
　
　
君
知
事
は
六
月
十
五
日
、
青
空
対

鍵
話
集
会
の
た
め
来
町
。
こ
の
集
会
は

皿
覚
昨
年
か
ら
へ
き
地
対
策
、
豪
雪
対

譜
策
を
県
政
の
最
重
点
と
し
、
就
任
以

溺
来
直
接
現
地
住
民
の
声
を
聞
く
た
め

評
始
め
た
も
の
で
す
。

　
　
町
内
三
会
場
の
う
ち
、
浦
田
会
場

即
嘱
で
は
小
学
校
入
口
か
ら
会
場
に
当
て

輝
た
克
雪
セ
ン
タ
ー
の
前
ま
で
沿
道
を

灘
埋
め
る
人
波
は
ざ
っ
と
四
百
人
余
り
。

　
　
一
方
松
里
会
場
は
、
新
築
な
っ
た

烈
小
学
校
の
校
庭
。
こ
こ
で
は
地
域
の

轡
人
を
は
じ
め
、
遠
く
は
布
川
方
面
の

烈
人
ま
で
ご
足
労
。
広
い
校
庭
で
西
陽

酬
を
浴
び
て
の
対
話
で
し
た
。

　
　
両
会
場
で
挨
拶
に
立
っ
た
君
知
事

　
「
国
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
時

群
期
に
き
て
い
る
。
へ
き
地
を
よ
く
す

轡
る
た
め
に
は
、
ま
ず
豪
雪
対
策
を
き

鍔
縫
携
脳
謬
携
ジ
ぢ
野

は
、
道
路
の
整
備
…
…
な
ど
問
題
は
齢

数
多
い
。
時
間
は
か
か
る
が
真
剣
に
尚

取
り
く
み
、
そ
の
実
現
に
努
力
し
た
爆

い
。
」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
に
悩
む
私
，
噸

達
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
齢

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

の
佐
藤
さ
ん
（
浦
田
小
）
の
発
言
に
・
・

「
カ
ー
ブ
が
多
く
、
で
こ
ぼ
こ
道
で
岬

折
角
の
新
車
が
土
手
の
角
に
ぶ
つ
か
評

り
そ
う
に
な
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
跡

快
適
に
走
れ
る
よ
う
．
－
・
㌔
」
と
認

る
よ
う
に
。

　
以
下
こ
の
対
話
の
要
旨
を
ご
招
介
畑

し
ま
す
。

　
な
お
、
松
之
山
会
場
の
役
場
で
は
曲

町
長
と
議
員
な
ど
が
出
席
し
、
代
轟

で
発
言
に
立
っ
た
町
長
は
、
豊
原
ト
ぎ

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
な
ど
九
件
の
陳
岬

情
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
噸

発
薯
の
二
士
全
華
少
　

道
路
は

　
　
　
　
　
へ
き
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
命
で
す

発
置
　
県
道
月
池
・
松
代
線
の
改
良

工
事
を
五
十
五
年
度
に
完
成
さ
せ
、

除
雪
区
間
を
旧
中
立
山
分
校
近
く
ま

で
延
長
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
田
麦
立
・
石
塚
清
丸
さ
ん
。
）

回
答
　
中
島
橋
は
今
年
度
中
に
完
成

さ
せ
た
い
。
改
良
工
事
の
完
了
は
無

理
な
面
も
あ
る
が
な
る
べ
く
要
望
に

応
え
た
い
。
除
雪
延
長
は
、
拡
幅
工

事
を
早
急
に
実
施
し
、
そ
の
よ
う
に

し
た
い
。

発
言
　
北
浦
田
・
走
り
口
線
の
県
代

行
に
よ
る
改
良
工
事
を
五
十
三
年
度

に
完
成
し
、
法
線
は
現
道
に
沿
っ
て

整
備
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
樋
田
・
竹
内
徳
次
郎
さ
ん
）

回
答
　
要
望
ど
お
り
現
道
の
二
僑
を

尊
重
し
、
五
十
三
年
度
に
は
完
成
さ

せ
た
い
。

発
暫
　
県
道
上
越
・
松
之
山
線
の
う

ち
、
月
池
～
坂
中
間
の
既
改
良
分
の

舗
装
と
坂
中
～
中
立
山
間
の
改
良
を

早
期
に
完
了
さ
せ
、
第
三
種
路
線
に

加
え
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
三
方
峠
の
災
害
復
旧
を
早

期
に
願
い
た
い
。

　
　
（
中
立
山
・
佐
藤
昭
治
さ
ん
）

回
答
　
浦
田
地
内
で
は
三
つ
の
道
路

事
業
へ
湯
之
島
・
中
立
山
・
月
池
）

の
ほ
か
、
三
方
峠
の
治
山
事
業
を
実

施
中
で
あ
る
。
持
に
治
山
事
業
は
時

間
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
一
年
で
も

短
縮
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

図
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
う
。

　
な
か
な
か
今
す
ぐ
で
き
な
い
が
、

遂
次
要
望
に
沿
い
た
い
。

発
雷
　
農
業
後
継
者
が
な
く
、
加
え

て
嫁
不
足
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。

　
若
者
が
定
着
で
き
る
対
策
と
併
せ

て
、
農
政
の
確
立
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
西
之
前
・
南
雲
ミ
チ
さ
ん
）

回
答
　
農
村
工
業
が
良
い
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
導
入
す
る
に
は
難

問
題
が
山
積
す
る
。
一
挙
に
解
決
で

き
な
い
の
で
過
疎
対
策
の
最
重
点
と

し
て
今
後
と
も
努
力
し
た
い
。

発
言
　
町
の
自
力
で
は
温
泉
掘
削
が

で
き
な
い
か
ら
県
の
力
で
掘
削
し
、

過
疎
対
策
の
一
環
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
湯
之
島
・
竹
内
平
八
郎
さ
ん
）

回
答
　
非
常
に
難
問
題
で
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
と
綿
密
に
計
画
を
検
討
し
た

上
で
十
分
研
究
し
、
そ
の
可
能
性
が

で
て
く
れ
ば
場
合
に
よ
っ
て
は
、
援

助
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

発
言
　
冬
期
保
安
要
員
を
各
部
落
一

名
づ
つ
配
置
し
、
四
月
二
十
日
現
在

な
お
残
雪
量
が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
も

あ
る
の
で
苗
代
の
消
雪
補
助
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
増
設
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
湯
之
島
・
竹
内
重
広
さ
ん
）

回
答
　
保
安
要
員
は
松
之
山
町
に
は

三
十
名
と
県
下
で
一
番
多
く
設
置
さ

れ
て
い
る
。
増
員
に
つ
い
て
は
町
の

財
政
に
も
か
か
わ
り
が
あ
り
、
簡
単

発
晋
農
免
農
道
曽
根
綿
の
工
事
促

進
と
同
線
を
上
の
山
部
落
経
由
で
県

道
に
接
続
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
新
田
・
久
保
田
年
松
さ
ん
）

回
答
　
新
田
地
内
ま
で
は
五
十
四
年

度
に
完
成
さ
せ
た
い
。
そ
の
先
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
町
道
整
備
事
業
と

し
て
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

発
晋
　
県
単
ほ
場
整
備
事
業
の
採
択

基
準
を
四
十
ア
ー
ル
程
度
ま
で
拡
大

し
、
捕
助
率
を
も
う
少
し
増
額
で
き

な
い
か
。

　
　
　
へ
藤
原
・
邨
山
正
堅
さ
ん
）

回
答
　
今
年
度
か
ら
三
～
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
下
を
対
象
と
す
る
新
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
農
道
・
用
水

路
な
ど
の
適
用
面
積
の
こ
と
も
あ
り
、

苦
心
し
て
い
る
。

　
農
地
事
務
所
と
よ
く
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。

に
は
い
か
な
い
。

　
毎
年
国
に
対
し
、
国
の
制
度
と
す

る
よ
う
要
講
し
て
き
た
が
、
今
後
も

努
力
し
た
い
。

　
苗
代
の
問
題
は
恒
久
対
策
と
し
て

育
苗
施
設
を
県
単
事
業
で
設
置
す
る

つ
も
り
だ
が
、
来
年
度
そ
の
方
法
に

つ
い
て
み
な
さ
ん
と
充
分
相
談
し
た

い
。

賓
越
摩
欝
欝

発
言
　
県
道
五
十
子
平
真
田
線
の
う

ち
、
赤
倉
か
ら
海
老
ま
で
の
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
幅
員
が
狭
く
、
軽
自

動
車
で
も
危
険
を
感
じ
る
。

　
十
日
町
市
へ
の
最
短
距
離
に
あ
る

重
要
路
線
な
の
で
、
早
急
に
改
良
を

促
進
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
（
赤
倉
・
村
山
　
清
さ
ん
）

回
答
　
こ
の
路
線
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
地
す
べ
り
地
帯
で

あ
り
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
が
な

る
べ
く
計
画
を
短
縮
し
た
い
。

う
。
来
年
度
は
倍
増
に
な
る
よ
う
考

え
た
い
。

発
言
　
側
溝
に
起
伏
が
あ
り
水
の
流

れ
も
悪
く
、
環
境
上
も
好
ま
し
く
な

い
の
で
整
備
促
進
を
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
松
之
山
部
落
に
流
雪
溝
の

新
設
を
し
、
危
険
個
所
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
松
之
山
・
樋
口
睦
夫
さ
ん
）

回
答
　
側
溝
の
整
備
は
年
度
内
に
す

る
。
流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
十
分
調

査
し
、
実
施
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
歩
行
者
保
護
の

点
か
ら
も
今
年
度
中
に
実
施
す
る
。

▲21人の発言者に立ったまま回答を
　　　　おまけにこの暑さの中で。

発
言
　
過
疎
代
行
路
線
東
川
藤
倉
天

水
越
線
は
、
上
布
川
地
区
の
最
重
要

路
線
で
あ
り
、
当
初
計
画
ど
お
り
五

十
四
年
度
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
中
尾
・
高
橋
平
八
郎
さ
ん
）

回
答
　
地
形
的
に
狭
い
部
分
も
多
く

住
宅
移
転
を
伴
う
中
で
、
今
ま
で
の

予
算
で
は
私
と
し
て
も
少
な
い
と
思

発
言
　
林
道
天
水
越
線
は
、
今
年
度

予
定
ど
お
り
進
行
す
れ
ば
、
長
野
県

境
に
至
り
、
そ
の
先
は
峰
越
林
道
と

な
る
。
一
日
も
早
く
こ
の
林
道
を
完

成
し
て
ほ
し
い
。

　
＞
ス
ク
ー
ル
バ
ス
「
お
お
ぞ
ら
号
」
が

　
　
快
適
に
走
れ
る
道
路
を
…
…

　
　
　
　
　
（
浦
田
小
・
佐
藤
陽
子
さ
ん
）

発
旨
浦
田
診
療
所
の
医
師
が
転
出

さ
れ
た
場
合
に
医
師
の
確
保
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
県
立
松
代
病

院
の
充
実
を
図
り
、
わ
が
町
に
同
院

の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
緊
急

時
の
医
療
体
制
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
（
上
の
山
・
丸
山
サ
ワ
さ
ん
）

回
答
　
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
は
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
い
る
が
、
決
め

手
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
五
十
四
年
春
に
自
治
医
科
大
で
第

一
回
の
卒
業
生
六
人
が
予
定
さ
れ
る
。

　
彼
ら
へ
の
期
待
も
五
十
六
年
ご
ろ

に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
当
地
へ

配
置
で
き
る
か
ど
う
か
ま
だ
わ
か
ら

な
い
。
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
よ
り
松
代
病

院
の
医
師
を
確
保
し
、
そ
の
充
実
を

発
鷺
　
旧
中
立
山
分
校
区
域
の
通
学

道
路
を
一
日
も
早
く
改
良
し
、
圧
雪

車
を
も
う
一
台
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　
（
浦
田
小
六
年
・
佐
藤
陽
子
さ
ん
）

回
答
　
道
路
は
な
る
べ
く
早
く
完
了

さ
せ
た
い
。
今
年
は
除
雪
ド
ー
ザ
を

一
台
町
に
配
置
す
る
。
来
年
は
ど
ん

な
機
械
が
良
い
か
町
と
相
談
し
て
決

め
た
い
と
思
う
。

〉
へ
き
地
対
策
と
し
て
、
道
路
改
良
が

　
何
よ
り
先
決
…
…
：

　
　
　
　
（
松
里
会
場
で
）

　
　
（
天
水
越
・
福
原
一
雄
さ
ん
）

回
答
　
長
野
県
と
相
談
し
て
林
野
庁

に
峰
越
林
道
と
し
て
採
択
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
必
ず
来
年
度
に
峰

越
林
道
と
す
る
よ
う
接
渉
し
た
い
。

発
言
　
防
雪
体
制
整
備
事
業
を
五
十
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l
O
o
o
F
ー

驚
　
　
君
知
事
は
六
月
十
五
日
、
青
空
対

鍵
話
集
会
の
た
め
来
町
。
こ
の
集
会
は

皿
覚
昨
年
か
ら
へ
き
地
対
策
、
豪
雪
対

譜
策
を
県
政
の
最
重
点
と
し
、
就
任
以

溺
来
直
接
現
地
住
民
の
声
を
聞
く
た
め

評
始
め
た
も
の
で
す
。

　
　
町
内
三
会
場
の
う
ち
、
浦
田
会
場

即
嘱
で
は
小
学
校
入
口
か
ら
会
場
に
当
て

輝
た
克
雪
セ
ン
タ
ー
の
前
ま
で
沿
道
を

灘
埋
め
る
人
波
は
ざ
っ
と
四
百
人
余
り
。

　
　
一
方
松
里
会
場
は
、
新
築
な
っ
た

烈
小
学
校
の
校
庭
。
こ
こ
で
は
地
域
の

轡
人
を
は
じ
め
、
遠
く
は
布
川
方
面
の

烈
人
ま
で
ご
足
労
。
広
い
校
庭
で
西
陽

酬
を
浴
び
て
の
対
話
で
し
た
。

　
　
両
会
場
で
挨
拶
に
立
っ
た
君
知
事

　
「
国
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
時

群
期
に
き
て
い
る
。
へ
き
地
を
よ
く
す

轡
る
た
め
に
は
、
ま
ず
豪
雪
対
策
を
き

鍔
縫
携
脳
謬
携
ジ
ぢ
野

は
、
道
路
の
整
備
…
…
な
ど
問
題
は
齢

数
多
い
。
時
間
は
か
か
る
が
真
剣
に
尚

取
り
く
み
、
そ
の
実
現
に
努
力
し
た
爆

い
。
」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
に
悩
む
私
，
噸

達
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
齢

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

の
佐
藤
さ
ん
（
浦
田
小
）
の
発
言
に
・
・

「
カ
ー
ブ
が
多
く
、
で
こ
ぼ
こ
道
で
岬

折
角
の
新
車
が
土
手
の
角
に
ぶ
つ
か
評

り
そ
う
に
な
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
跡

快
適
に
走
れ
る
よ
う
．
－
・
㌔
」
と
認

る
よ
う
に
。

　
以
下
こ
の
対
話
の
要
旨
を
ご
招
介
畑

し
ま
す
。

　
な
お
、
松
之
山
会
場
の
役
場
で
は
曲

町
長
と
議
員
な
ど
が
出
席
し
、
代
轟

で
発
言
に
立
っ
た
町
長
は
、
豊
原
ト
ぎ

ン
ネ
ル
の
早
期
完
成
な
ど
九
件
の
陳
岬

情
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
噸

発
薯
の
二
士
全
華
少
　

道
路
は

　
　
　
　
　
へ
き
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
命
で
す

発
置
　
県
道
月
池
・
松
代
線
の
改
良

工
事
を
五
十
五
年
度
に
完
成
さ
せ
、

除
雪
区
間
を
旧
中
立
山
分
校
近
く
ま

で
延
長
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
田
麦
立
・
石
塚
清
丸
さ
ん
。
）

回
答
　
中
島
橋
は
今
年
度
中
に
完
成

さ
せ
た
い
。
改
良
工
事
の
完
了
は
無

理
な
面
も
あ
る
が
な
る
べ
く
要
望
に

応
え
た
い
。
除
雪
延
長
は
、
拡
幅
工

事
を
早
急
に
実
施
し
、
そ
の
よ
う
に

し
た
い
。

発
言
　
北
浦
田
・
走
り
口
線
の
県
代

行
に
よ
る
改
良
工
事
を
五
十
三
年
度

に
完
成
し
、
法
線
は
現
道
に
沿
っ
て

整
備
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
樋
田
・
竹
内
徳
次
郎
さ
ん
）

回
答
　
要
望
ど
お
り
現
道
の
二
僑
を

尊
重
し
、
五
十
三
年
度
に
は
完
成
さ

せ
た
い
。

発
暫
　
県
道
上
越
・
松
之
山
線
の
う

ち
、
月
池
～
坂
中
間
の
既
改
良
分
の

舗
装
と
坂
中
～
中
立
山
間
の
改
良
を

早
期
に
完
了
さ
せ
、
第
三
種
路
線
に

加
え
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
三
方
峠
の
災
害
復
旧
を
早

期
に
願
い
た
い
。

　
　
（
中
立
山
・
佐
藤
昭
治
さ
ん
）

回
答
　
浦
田
地
内
で
は
三
つ
の
道
路

事
業
へ
湯
之
島
・
中
立
山
・
月
池
）

の
ほ
か
、
三
方
峠
の
治
山
事
業
を
実

施
中
で
あ
る
。
持
に
治
山
事
業
は
時

間
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
一
年
で
も

短
縮
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

図
る
こ
と
が
先
決
だ
と
思
う
。

　
な
か
な
か
今
す
ぐ
で
き
な
い
が
、

遂
次
要
望
に
沿
い
た
い
。

発
雷
　
農
業
後
継
者
が
な
く
、
加
え

て
嫁
不
足
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。

　
若
者
が
定
着
で
き
る
対
策
と
併
せ

て
、
農
政
の
確
立
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
西
之
前
・
南
雲
ミ
チ
さ
ん
）

回
答
　
農
村
工
業
が
良
い
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
導
入
す
る
に
は
難

問
題
が
山
積
す
る
。
一
挙
に
解
決
で

き
な
い
の
で
過
疎
対
策
の
最
重
点
と

し
て
今
後
と
も
努
力
し
た
い
。

発
言
　
町
の
自
力
で
は
温
泉
掘
削
が

で
き
な
い
か
ら
県
の
力
で
掘
削
し
、

過
疎
対
策
の
一
環
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
湯
之
島
・
竹
内
平
八
郎
さ
ん
）

回
答
　
非
常
に
難
問
題
で
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
と
綿
密
に
計
画
を
検
討
し
た

上
で
十
分
研
究
し
、
そ
の
可
能
性
が

で
て
く
れ
ば
場
合
に
よ
っ
て
は
、
援

助
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

発
言
　
冬
期
保
安
要
員
を
各
部
落
一

名
づ
つ
配
置
し
、
四
月
二
十
日
現
在

な
お
残
雪
量
が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
も

あ
る
の
で
苗
代
の
消
雪
補
助
、
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
の
増
設
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
湯
之
島
・
竹
内
重
広
さ
ん
）

回
答
　
保
安
要
員
は
松
之
山
町
に
は

三
十
名
と
県
下
で
一
番
多
く
設
置
さ

れ
て
い
る
。
増
員
に
つ
い
て
は
町
の

財
政
に
も
か
か
わ
り
が
あ
り
、
簡
単

発
晋
農
免
農
道
曽
根
綿
の
工
事
促

進
と
同
線
を
上
の
山
部
落
経
由
で
県

道
に
接
続
し
て
欲
し
い
。

　
　
（
新
田
・
久
保
田
年
松
さ
ん
）

回
答
　
新
田
地
内
ま
で
は
五
十
四
年

度
に
完
成
さ
せ
た
い
。
そ
の
先
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
町
道
整
備
事
業
と

し
て
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

発
晋
　
県
単
ほ
場
整
備
事
業
の
採
択

基
準
を
四
十
ア
ー
ル
程
度
ま
で
拡
大

し
、
捕
助
率
を
も
う
少
し
増
額
で
き

な
い
か
。

　
　
　
へ
藤
原
・
邨
山
正
堅
さ
ん
）

回
答
　
今
年
度
か
ら
三
～
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
下
を
対
象
と
す
る
新
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
農
道
・
用
水

路
な
ど
の
適
用
面
積
の
こ
と
も
あ
り
、

苦
心
し
て
い
る
。

　
農
地
事
務
所
と
よ
く
相
談
し
て
も

ら
い
た
い
。

に
は
い
か
な
い
。

　
毎
年
国
に
対
し
、
国
の
制
度
と
す

る
よ
う
要
講
し
て
き
た
が
、
今
後
も

努
力
し
た
い
。

　
苗
代
の
問
題
は
恒
久
対
策
と
し
て

育
苗
施
設
を
県
単
事
業
で
設
置
す
る

つ
も
り
だ
が
、
来
年
度
そ
の
方
法
に

つ
い
て
み
な
さ
ん
と
充
分
相
談
し
た

い
。

賓
越
摩
欝
欝

発
言
　
県
道
五
十
子
平
真
田
線
の
う

ち
、
赤
倉
か
ら
海
老
ま
で
の
約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
幅
員
が
狭
く
、
軽
自

動
車
で
も
危
険
を
感
じ
る
。

　
十
日
町
市
へ
の
最
短
距
離
に
あ
る

重
要
路
線
な
の
で
、
早
急
に
改
良
を

促
進
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
（
赤
倉
・
村
山
　
清
さ
ん
）

回
答
　
こ
の
路
線
の
重
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。
地
す
べ
り
地
帯
で

あ
り
、
時
間
が
か
か
る
と
思
う
が
な

る
べ
く
計
画
を
短
縮
し
た
い
。

う
。
来
年
度
は
倍
増
に
な
る
よ
う
考

え
た
い
。

発
言
　
側
溝
に
起
伏
が
あ
り
水
の
流

れ
も
悪
く
、
環
境
上
も
好
ま
し
く
な

い
の
で
整
備
促
進
を
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
松
之
山
部
落
に
流
雪
溝
の

新
設
を
し
、
危
険
個
所
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
松
之
山
・
樋
口
睦
夫
さ
ん
）

回
答
　
側
溝
の
整
備
は
年
度
内
に
す

る
。
流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
十
分
調

査
し
、
実
施
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
歩
行
者
保
護
の

点
か
ら
も
今
年
度
中
に
実
施
す
る
。

▲21人の発言者に立ったまま回答を
　　　　おまけにこの暑さの中で。

発
言
　
過
疎
代
行
路
線
東
川
藤
倉
天

水
越
線
は
、
上
布
川
地
区
の
最
重
要

路
線
で
あ
り
、
当
初
計
画
ど
お
り
五

十
四
年
度
に
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
中
尾
・
高
橋
平
八
郎
さ
ん
）

回
答
　
地
形
的
に
狭
い
部
分
も
多
く

住
宅
移
転
を
伴
う
中
で
、
今
ま
で
の

予
算
で
は
私
と
し
て
も
少
な
い
と
思

発
言
　
林
道
天
水
越
線
は
、
今
年
度

予
定
ど
お
り
進
行
す
れ
ば
、
長
野
県

境
に
至
り
、
そ
の
先
は
峰
越
林
道
と

な
る
。
一
日
も
早
く
こ
の
林
道
を
完

成
し
て
ほ
し
い
。

　
＞
ス
ク
ー
ル
バ
ス
「
お
お
ぞ
ら
号
」
が

　
　
快
適
に
走
れ
る
道
路
を
…
…

　
　
　
　
　
（
浦
田
小
・
佐
藤
陽
子
さ
ん
）

発
旨
浦
田
診
療
所
の
医
師
が
転
出

さ
れ
た
場
合
に
医
師
の
確
保
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
県
立
松
代
病

院
の
充
実
を
図
り
、
わ
が
町
に
同
院

の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
緊
急

時
の
医
療
体
制
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
（
上
の
山
・
丸
山
サ
ワ
さ
ん
）

回
答
　
へ
き
地
医
療
に
つ
い
て
は
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
い
る
が
、
決
め

手
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
五
十
四
年
春
に
自
治
医
科
大
で
第

一
回
の
卒
業
生
六
人
が
予
定
さ
れ
る
。

　
彼
ら
へ
の
期
待
も
五
十
六
年
ご
ろ

に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
当
地
へ

配
置
で
き
る
か
ど
う
か
ま
だ
わ
か
ら

な
い
。
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
よ
り
松
代
病

院
の
医
師
を
確
保
し
、
そ
の
充
実
を

発
鷺
　
旧
中
立
山
分
校
区
域
の
通
学

道
路
を
一
日
も
早
く
改
良
し
、
圧
雪

車
を
も
う
一
台
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　
（
浦
田
小
六
年
・
佐
藤
陽
子
さ
ん
）

回
答
　
道
路
は
な
る
べ
く
早
く
完
了

さ
せ
た
い
。
今
年
は
除
雪
ド
ー
ザ
を

一
台
町
に
配
置
す
る
。
来
年
は
ど
ん

な
機
械
が
良
い
か
町
と
相
談
し
て
決

め
た
い
と
思
う
。

〉
へ
き
地
対
策
と
し
て
、
道
路
改
良
が

　
何
よ
り
先
決
…
…
：

　
　
　
　
（
松
里
会
場
で
）

　
　
（
天
水
越
・
福
原
一
雄
さ
ん
）

回
答
　
長
野
県
と
相
談
し
て
林
野
庁

に
峰
越
林
道
と
し
て
採
択
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
必
ず
来
年
度
に
峰

越
林
道
と
す
る
よ
う
接
渉
し
た
い
。

発
言
　
防
雪
体
制
整
備
事
業
を
五
十



臨伽㎜嬰肥羅糠臨闘1糊㎜㎜……㎜㎜【4】㎜ロ㎜

轡
㊨
＠
◎

　
〃
町
の
税
金
で
国
保
税
だ
け
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

高
い
の
か
’
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
－

　
確
か
に
、
町
民
税
や
固
定
資
産
税
と
比
較
し
た
場

合
、
税
額
は
多
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
つ
病
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
経
済
的
、
精
神
的
な
不
安
に
お
ち
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
国
保
制
度
は
こ
ん
な
場

合
、
私
た
ち
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

き
、
み
ん
な
の
力
で
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
相
互
の
助
け
合
い
を
、
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
の
国
保
事
情
と
医
療
費
の
実
態
に
つ

い
て
、
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
、

　
　
　
　
∴
－
刀

　
　
　
　
憤
つ

8千円

継
國

　
　
　
、
欝

畿つのや．，ま　No，60””llIII””1””ll

高L、

7654321
ー
　
　
麟

　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　て
　　　　　つ

　　嫁
讐‘
華

　
▼

A
最
臨
嬰
荊

蔭
鯉
ヂ
　ロ　ド　ロ　　■■㌔，’

ー
不
時
の
医
療
出
費
を
ー

ー
相
互
扶
桝
ピ

ー
国
保
制
度
1

　
国
民
健
康
保
険
は
、
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
と
き
保
険
証
を
出
し
、
そ

の
と
き
の
医
療
費
三
割
を
負
担
す
る
。

あ
と
は
国
保
が
　
　
。
と
い
う
文
旬

な
し
の
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。

　
こ
の
国
保
事
業
に
使
う
費
用
は
、

被
保
険
者
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
）
か
ら
の
保
険
税
と
国
・
県
の
補

助
金
及
び
町
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に

よ
っ
て
、
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
医
療
費
が

多
く
な
れ
ば
、
国
の
補
助
金
も
増
え

ま
す
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
あ
な
た
か
ら
も
多
く
の
保
険
税
を

負
担
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。鳳
縫
輪
轡

　
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
保
険
税
は

十
年
前
の
約
六
倍
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
医
療
費
に
お
い
て
は
、
約
九
倍

と
驚
異
的
な
上
昇
を
と
げ
て
お
り
、

　
待
に
娼
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
伸
び
が

目
立
ち
ま
す
。

　
な
ぜ
、
医
療
費
だ
け
こ
ん
な
に
伸

1
卜
o
o
F
I

三
年
度
に
採
択
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
上
蝦
池
は
町
内
唯
一
の

冬
期
間
弧
立
部
落
で
あ
る
。
こ
の

弧
立
化
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
藤
倉
・
丸
山
利
雄
さ
ん
）

回
答
　
防
雪
…
…
事
業
は
、
現
在

ま
で
全
国
八
か
所
の
う
ち
、
県
下

で
は
湯
の
谷
村
と
十
日
町
市
で
実

施
し
た
。

要
望
が
多
く
、
全
国
枠
の
拡
大
が

先
決
だ
と
思
う
。
上
蝦
池
の
弧
立

解
消
の
た
め
雪
崩
防
護
柵
を
、
町

の
要
望
も
あ
り
実
施
す
る
。

発
言
　
二
年
前
に
発
生
し
た
新
山

と
水
梨
間
の
地
す
べ
り
復
旧
を
早

期
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
町
内
を

走
る
県
道
に
雪
崩
防
護
柵
を
も
っ

と
増
設
し
、
国
道
の
小
谷
・
池
尻

間
に
ス
ノ
ー
シ
エ
ー
ド
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

　
　
（
小
谷
・
相
沢
達
雄
さ
ん
）

回
答
　
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
計
画
を
含
め
て
四
十
五
基
を

設
置
し
た
。
こ
の
増
設
を
促
進
し

た
上
で
な
お
必
要
で
あ
れ
ば
調
査

す
る
。

発
言
　
松
里
地
区
の
か
ん
ば
い
及

び
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
補
助

率
を
引
上
げ
る
と
と
も
に
、
早
期

に
着
工
し
て
ほ
し
い
。

　
（
天
水
越
・
佐
藤
利
幸
さ
ん
）

回
答
　
補
助
率
の
引
上
げ
は
予
算

上
の
制
約
も
あ
り
不
可
能
だ
が
、

発
言
の
二
事
業
は
来
年
度
か
ら
新

規
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
。

⑫　　80，204円

拐
プ
を
求
鞠
し
し
ま
づ

⑪　　67，655円

　　　　　　　ノ

医療費

保険税

⑩　　54，809円

⑲42，743円

⑱30，221円

⑰　　　22，304円

年度 税　　額

⑯　　　18，033円 52 80，232円
51 16，232円

50 13，571円

⑮　　14，099円 49 12，280円

48 9，712円

⑭　　12，321円
47 8，037円

46 5，918円

45 4，812円

⑬　　9，262円 44 3，542円

43 3，490円

び
た
の
で
し
ょ
う
。
数
回
実
施
に
な

っ
た
医
療
費
の
値
上
げ
の
ほ
か
、
何

と
い
っ
て
も
老
人
医
療
の
無
料
化
、

高
額
療
養
費
制
度
の
実
施
が
今
日
の

国
保
財
政
を
苦
し
め
て
い
る
主
因
と

い
え
ま
す
。

　
昨
年
、
毎
月
の
医
療
費
が
五
十
万

円
を
超
え
た
人
は
、
五
十
一
人
あ
り

ま
し
た
。

　
高
額
療
養
制
度
の
お
か
げ
で
、
こ

の
人
た
ち
は
、
そ
の
う
ち
三
万
九
千

円
を
負
担
す
れ
ば
そ
れ
で
済
み
ま
す
。

　
老
人
医
療
に
し
て
も
、
患
者
本
人

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
の
節
約
は
、
保
険
税
の
軽

減
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
す
。

今
後
、
医
療
費
の
節
約
に
一
層
の
ご

協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

発
言
　
当
温
泉
で
は
料
飲
税
を
年
間

二
千
二
百
万
円
県
に
納
付
し
て
い
る
。

温
泉
に
共
同
便
所
を
、
ま
た
こ
の
税

を
町
に
い
く
ら
か
還
元
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
か
ら
県
の
観
光
行
政
は
佐
渡

一
辺
倒
の
感
が
あ
る
。
小
さ
な
観
光

地
に
も
力
添
え
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
湯
本
・
柳
　
政
司
さ
ん
）

回
答
　
共
同
便
所
は
九
月
補
正
で
設

置
し
た
い
。
窺
の
還
元
は
法
律
上
む

ず
か
し
い
。
佐
渡
の
み
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
指
摘
さ
れ
た
点
は
十
分
注
意

し
て
い
き
た
い
。

発
言
　
今
年
度
中
に
松
之
山
部
落
の

中
心
部
に
信
号
機
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　
（
湯
本
・
山
岸
シ
サ
ノ
さ
ん
）

回
答
　
早
速
設
置
す
る
よ
う
に
し
た

町
と
し
て
も

い
。

発
言
　
町
に
総
合
体
育
館
と
ナ
イ
タ

ー
設
備
の
グ
ラ
ン
ド
が
ほ
し
い
。

　
　
（
東
川
・
小
野
塚
孝
雄
さ
ん
）

回
答
　
ど
う
い
う
方
法
で
建
設
す
る

か
、
財
源
の
面
と
併
せ
て
町
長
さ
ん

と
も
相
談
し
た
上
、
協
力
し
た
い
。

発
言
　
普
通
教
室
を
六
教
室
に
す
る

ほ
か
、
屋
体
の
改
築
を
来
年
度
に
し

て
ほ
し
い
。

　
　
（
高
校
　
小
野
塚
す
み
子
さ
ん
）

回
答
　
残
り
の
特
別
教
室
は
来
年
実

施
す
る
。
屋
体
に
つ
い
て
は
、
危
険

校
舎
と
し
て
該
当
に
な
れ
ば
、
や
れ

る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
是
非

を
至
急
決
定
し
た
い
。

こ
れ
だ
け
は

●
国
道
三
五
三
号
線
の
改
良
促
進
に

つ
い
て
（
ト
ン
ネ
ル
と
小
谷
～
松
之

山
間
の
改
良
）

●
県
道
月
池
・
松
代
線
の
改
良
舗
装

を
胆
年
に
完
成
、
三
種
除
雪
を
中
立

山
ま
で
延
長
願
い
た
い
。

●
松
之
山
部
落
内
に
流
雪
溝
の
新
設

を
。●
河
川
整
備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
松
川
・
越
道
川
・
渋
海
川
の
護
岸

工
事
な
ど
）

●
県
単
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

敷劉人当り医療費・保険税の具合

陸
離
割

　
国
保
が
支
払
う
医
療
費
の
う
ち
、

ク
ス
リ
代
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
価
な
薬
が
保
険
で
使

え
る
こ
と
や
医
療
の
制
度
そ
の
も
の

の
欠
点
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
も
私
た
ち
が
「

ク
ス
リ
ず
き
」
の
性
質
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
が
病
気
を
治
す
と
信
じ
こ
み
、

そ
れ
で
薬
を
信
頼
し
、
お
医
者
さ
ん

に
対
し
て
「
注
射
を
し
て
下
さ
い
。
」

と
か
「
O
O
の
薬
を
下
さ
い
。
」
と

要
求
す
る
態
度
に
さ
せ
て
い
る
ら
し

い
で
す
。

　
薬
や
注
射
を
決
め
る
の
は
、
お
医

者
さ
ん
で
あ
り
、
そ
し
て
、
薬
だ
け

で
病
気
は
な
お
ら
な
い
の
で
す
。

　
し
か
も
、
も
ら
っ
た
薬
を
完
全
に

服
用
し
て
い
る
人
の
な
ん
と
少
な
い

こ
と
か
〃
”

　
ク
ス
リ
の
ム
ダ
使
い
や
盲
信
は
、

考
え
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

［
篶
鰭
誓

　
一
つ
の
病
気
で
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち

の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
あ
り

ま
す
。
持
に
慢
性
の
病
気
は
目
に
見

（
補
助
対
象
面
積
を
五
十
彗
に
し
、

補
助
率
を
五
〇
％
に
引
上
げ
を
）

●
松
里
地
区
県
営
農
業
基
盤
整
備
事

業
の
促
進
に
つ
い
て

●
団
体
営
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て
（
調
査
設
計
費
補
助
の
増
額
と

離
島
な
み
の
補
助
率
に
）

●
牧
場
の
運
営
費
に
県
補
助
金
の
制

度
を
新
設
し
て
ほ
し
い
。

●
防
雪
体
制
整
備
事
業
を
来
年
度
に

新
規
採
択
し
て
ほ
し
い
。

え
て
す
ぐ
治
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
結
果
、
医
師
不
信
が
つ
の
り

別
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
治

療
は
振
り
出
し
に
も
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
を
治
す
に
は
、
医
者

と
患
者
の
人
間
関
係
が
も
の
を
い
い

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
信
頼
す
る
こ
と
で
ず
。

一
度
か
か
っ
た
ら
、
お
任
せ
す
る
と

い
う
気
持
、
そ
し
て
そ
の
指
示
を
十

分
守
る
と
い
う
気
持
が
大
切
で
す
。

「
．
韓
劇
口

　
こ
の
ほ
か
、
国
保
で
は
未
然
に
病

気
を
防
ぐ
た
め
保
健
婦
活
動
を
通
じ

て
、
あ
な
た
方
の
健
康
管
理
に
も
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
健
康
で
明
る
い
毎
日
を
お
過
し
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
国
保
は
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
、
私
た
ち
の
国
保

を
育
て
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

苓

拷

★

引越しのため休診します。急患者のみ新しい病院で受付します。休診のおしらせ図県立松代病院では9月2日～釦の間、

璽
陶
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〃
町
の
税
金
で
国
保
税
だ
け
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

高
い
の
か
’
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
－

　
確
か
に
、
町
民
税
や
固
定
資
産
税
と
比
較
し
た
場

合
、
税
額
は
多
く
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
つ
病
気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
経
済
的
、
精
神
的
な
不
安
に
お
ち
い

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
国
保
制
度
は
こ
ん
な
場

合
、
私
た
ち
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

き
、
み
ん
な
の
力
で
少
し
で
も
負
担
を
軽
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
相
互
の
助
け
合
い
を
、
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
の
国
保
事
情
と
医
療
費
の
実
態
に
つ

い
て
、
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
、

　
　
　
　
∴
－
刀

　
　
　
　
憤
つ

8千円
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A
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鯉
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ー
不
時
の
医
療
出
費
を
ー

ー
相
互
扶
桝
ピ

ー
国
保
制
度
1

　
国
民
健
康
保
険
は
、
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
と
き
保
険
証
を
出
し
、
そ

の
と
き
の
医
療
費
三
割
を
負
担
す
る
。

あ
と
は
国
保
が
　
　
。
と
い
う
文
旬

な
し
の
あ
り
が
た
い
制
度
で
す
。

　
こ
の
国
保
事
業
に
使
う
費
用
は
、

被
保
険
者
（
国
保
に
加
入
し
て
い
る

人
）
か
ら
の
保
険
税
と
国
・
県
の
補

助
金
及
び
町
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に

よ
っ
て
、
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
医
療
費
が

多
く
な
れ
ば
、
国
の
補
助
金
も
増
え

ま
す
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
あ
な
た
か
ら
も
多
く
の
保
険
税
を

負
担
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。鳳
縫
輪
轡

　
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
保
険
税
は

十
年
前
の
約
六
倍
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
医
療
費
に
お
い
て
は
、
約
九
倍

と
驚
異
的
な
上
昇
を
と
げ
て
お
り
、

　
待
に
娼
年
ご
ろ
か
ら
そ
の
伸
び
が

目
立
ち
ま
す
。

　
な
ぜ
、
医
療
費
だ
け
こ
ん
な
に
伸

1
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o
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三
年
度
に
採
択
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
上
蝦
池
は
町
内
唯
一
の

冬
期
間
弧
立
部
落
で
あ
る
。
こ
の

弧
立
化
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
藤
倉
・
丸
山
利
雄
さ
ん
）

回
答
　
防
雪
…
…
事
業
は
、
現
在

ま
で
全
国
八
か
所
の
う
ち
、
県
下

で
は
湯
の
谷
村
と
十
日
町
市
で
実

施
し
た
。

要
望
が
多
く
、
全
国
枠
の
拡
大
が

先
決
だ
と
思
う
。
上
蝦
池
の
弧
立

解
消
の
た
め
雪
崩
防
護
柵
を
、
町

の
要
望
も
あ
り
実
施
す
る
。

発
言
　
二
年
前
に
発
生
し
た
新
山

と
水
梨
間
の
地
す
べ
り
復
旧
を
早

期
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
町
内
を

走
る
県
道
に
雪
崩
防
護
柵
を
も
っ

と
増
設
し
、
国
道
の
小
谷
・
池
尻

間
に
ス
ノ
ー
シ
エ
ー
ド
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

　
　
（
小
谷
・
相
沢
達
雄
さ
ん
）

回
答
　
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
計
画
を
含
め
て
四
十
五
基
を

設
置
し
た
。
こ
の
増
設
を
促
進
し

た
上
で
な
お
必
要
で
あ
れ
ば
調
査

す
る
。

発
言
　
松
里
地
区
の
か
ん
ば
い
及

び
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
補
助

率
を
引
上
げ
る
と
と
も
に
、
早
期

に
着
工
し
て
ほ
し
い
。

　
（
天
水
越
・
佐
藤
利
幸
さ
ん
）

回
答
　
補
助
率
の
引
上
げ
は
予
算

上
の
制
約
も
あ
り
不
可
能
だ
が
、

発
言
の
二
事
業
は
来
年
度
か
ら
新

規
事
業
と
し
て
実
施
し
た
い
。

⑫　　80，204円

拐
プ
を
求
鞠
し
し
ま
づ

⑪　　67，655円

　　　　　　　ノ

医療費

保険税

⑩　　54，809円

⑲42，743円

⑱30，221円

⑰　　　22，304円

年度 税　　額

⑯　　　18，033円 52 80，232円
51 16，232円

50 13，571円

⑮　　14，099円 49 12，280円

48 9，712円

⑭　　12，321円
47 8，037円

46 5，918円

45 4，812円

⑬　　9，262円 44 3，542円

43 3，490円

び
た
の
で
し
ょ
う
。
数
回
実
施
に
な

っ
た
医
療
費
の
値
上
げ
の
ほ
か
、
何

と
い
っ
て
も
老
人
医
療
の
無
料
化
、

高
額
療
養
費
制
度
の
実
施
が
今
日
の

国
保
財
政
を
苦
し
め
て
い
る
主
因
と

い
え
ま
す
。

　
昨
年
、
毎
月
の
医
療
費
が
五
十
万

円
を
超
え
た
人
は
、
五
十
一
人
あ
り

ま
し
た
。

　
高
額
療
養
制
度
の
お
か
げ
で
、
こ

の
人
た
ち
は
、
そ
の
う
ち
三
万
九
千

円
を
負
担
す
れ
ば
そ
れ
で
済
み
ま
す
。

　
老
人
医
療
に
し
て
も
、
患
者
本
人

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
の
節
約
は
、
保
険
税
の
軽

減
と
大
き
な
関
係
が
あ
る
わ
け
で
す
。

今
後
、
医
療
費
の
節
約
に
一
層
の
ご

協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

発
言
　
当
温
泉
で
は
料
飲
税
を
年
間

二
千
二
百
万
円
県
に
納
付
し
て
い
る
。

温
泉
に
共
同
便
所
を
、
ま
た
こ
の
税

を
町
に
い
く
ら
か
還
元
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
か
ら
県
の
観
光
行
政
は
佐
渡

一
辺
倒
の
感
が
あ
る
。
小
さ
な
観
光

地
に
も
力
添
え
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
湯
本
・
柳
　
政
司
さ
ん
）

回
答
　
共
同
便
所
は
九
月
補
正
で
設

置
し
た
い
。
窺
の
還
元
は
法
律
上
む

ず
か
し
い
。
佐
渡
の
み
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
力
を
入
れ
て
い

る
が
、
指
摘
さ
れ
た
点
は
十
分
注
意

し
て
い
き
た
い
。

発
言
　
今
年
度
中
に
松
之
山
部
落
の

中
心
部
に
信
号
機
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

　
（
湯
本
・
山
岸
シ
サ
ノ
さ
ん
）

回
答
　
早
速
設
置
す
る
よ
う
に
し
た

町
と
し
て
も

い
。

発
言
　
町
に
総
合
体
育
館
と
ナ
イ
タ

ー
設
備
の
グ
ラ
ン
ド
が
ほ
し
い
。

　
　
（
東
川
・
小
野
塚
孝
雄
さ
ん
）

回
答
　
ど
う
い
う
方
法
で
建
設
す
る

か
、
財
源
の
面
と
併
せ
て
町
長
さ
ん

と
も
相
談
し
た
上
、
協
力
し
た
い
。

発
言
　
普
通
教
室
を
六
教
室
に
す
る

ほ
か
、
屋
体
の
改
築
を
来
年
度
に
し

て
ほ
し
い
。

　
　
（
高
校
　
小
野
塚
す
み
子
さ
ん
）

回
答
　
残
り
の
特
別
教
室
は
来
年
実

施
す
る
。
屋
体
に
つ
い
て
は
、
危
険

校
舎
と
し
て
該
当
に
な
れ
ば
、
や
れ

る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
是
非

を
至
急
決
定
し
た
い
。

こ
れ
だ
け
は

●
国
道
三
五
三
号
線
の
改
良
促
進
に

つ
い
て
（
ト
ン
ネ
ル
と
小
谷
～
松
之

山
間
の
改
良
）

●
県
道
月
池
・
松
代
線
の
改
良
舗
装

を
胆
年
に
完
成
、
三
種
除
雪
を
中
立

山
ま
で
延
長
願
い
た
い
。

●
松
之
山
部
落
内
に
流
雪
溝
の
新
設

を
。●
河
川
整
備
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
松
川
・
越
道
川
・
渋
海
川
の
護
岸

工
事
な
ど
）

●
県
単
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

敷劉人当り医療費・保険税の具合

陸
離
割

　
国
保
が
支
払
う
医
療
費
の
う
ち
、

ク
ス
リ
代
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
高
価
な
薬
が
保
険
で
使

え
る
こ
と
や
医
療
の
制
度
そ
の
も
の

の
欠
点
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
も
私
た
ち
が
「

ク
ス
リ
ず
き
」
の
性
質
を
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
が
病
気
を
治
す
と
信
じ
こ
み
、

そ
れ
で
薬
を
信
頼
し
、
お
医
者
さ
ん

に
対
し
て
「
注
射
を
し
て
下
さ
い
。
」

と
か
「
O
O
の
薬
を
下
さ
い
。
」
と

要
求
す
る
態
度
に
さ
せ
て
い
る
ら
し

い
で
す
。

　
薬
や
注
射
を
決
め
る
の
は
、
お
医

者
さ
ん
で
あ
り
、
そ
し
て
、
薬
だ
け

で
病
気
は
な
お
ら
な
い
の
で
す
。

　
し
か
も
、
も
ら
っ
た
薬
を
完
全
に

服
用
し
て
い
る
人
の
な
ん
と
少
な
い

こ
と
か
〃
”

　
ク
ス
リ
の
ム
ダ
使
い
や
盲
信
は
、

考
え
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

［
篶
鰭
誓

　
一
つ
の
病
気
で
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち

の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
あ
り

ま
す
。
持
に
慢
性
の
病
気
は
目
に
見

（
補
助
対
象
面
積
を
五
十
彗
に
し
、

補
助
率
を
五
〇
％
に
引
上
げ
を
）

●
松
里
地
区
県
営
農
業
基
盤
整
備
事

業
の
促
進
に
つ
い
て

●
団
体
営
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て
（
調
査
設
計
費
補
助
の
増
額
と

離
島
な
み
の
補
助
率
に
）

●
牧
場
の
運
営
費
に
県
補
助
金
の
制

度
を
新
設
し
て
ほ
し
い
。

●
防
雪
体
制
整
備
事
業
を
来
年
度
に

新
規
採
択
し
て
ほ
し
い
。

え
て
す
ぐ
治
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
結
果
、
医
師
不
信
が
つ
の
り

別
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
治

療
は
振
り
出
し
に
も
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
を
治
す
に
は
、
医
者

と
患
者
の
人
間
関
係
が
も
の
を
い
い

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
信
頼
す
る
こ
と
で
ず
。

一
度
か
か
っ
た
ら
、
お
任
せ
す
る
と

い
う
気
持
、
そ
し
て
そ
の
指
示
を
十

分
守
る
と
い
う
気
持
が
大
切
で
す
。

「
．
韓
劇
口

　
こ
の
ほ
か
、
国
保
で
は
未
然
に
病

気
を
防
ぐ
た
め
保
健
婦
活
動
を
通
じ

て
、
あ
な
た
方
の
健
康
管
理
に
も
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　
健
康
で
明
る
い
毎
日
を
お
過
し
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
国
保
は
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
、
私
た
ち
の
国
保

を
育
て
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

苓

拷

★

引越しのため休診します。急患者のみ新しい病院で受付します。休診のおしらせ図県立松代病院では9月2日～釦の間、

璽
陶
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1，701万4干円を積立て
一51年度一般会計予算最終補正一

臨
難
饗

ー
⑪
町
補
正
予
算
な
ど
ー

◎
繭
般
会
計
楠
正
予
算

　
追
加
補
正
は
五
百
四
十
九
万
四
千

円
で
、
そ
の
中
味
と
し
て
入
る
金
は

法
人
の
町
民
税
百
十
五
万
円
、
県
道

の
除
雪
委
託
金
百
九
十
万
円
な
ど
で

す
。
　
一
方
使
う
金
で
は
、
積
立
金
千
七

百
一
万
四
千
円
を
筆
頭
に
、
農
道
開

設
補
助
（
1
5
％
補
助
分
）
三
百
万
円
、

町
道
の
融
雪
補
修
砂
利
に
二
百
四
十

万
円
、
簡
易
水
道
会
計
へ
二
百
万
円

の
繰
出
し
な
ど
で
す
。

◎
簡
水
会
計
禰
正
予
算

　
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
た
二
百
万

円
は
、
松
里
簡
水
の
建
設
費
に
充
当

し
ま
し
た
。

◎
国
保
会
計
禰
正
予
算

　
国
保
事
業
で
は
国
庫

補
助
金
三
百
四
十
五
万

三
千
円
な
ど
が
入
り
、

予
備
費
に
三
百
八
十
こ

万
七
千
円
を
振
替
え
る

な
ど
し
ま
し
た
。

　
診
療
所
勘
定
で
は
、

松
之
山
が
二
千
万
円
、

浦
田
が
七
十
四
万
円
そ

れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◎
条
働
の
制
定

　
五
月
一
日
開
館
し
た
農
林
漁
業
資

料
館
の
管
理
な
ど
運
営
を
定
め
、
参

観
者
の
協
力
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
講
願
な
ど

▼
上
の
山
部
落
か
ら
町
道
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
の
陳
情
。

▼
五
十
二
年
産
米
の
政
府
買
入
れ
価

格
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
。

定
購
響

　
　
　
『
鎌
麟
繍
決
、

◎
5
2
　
繭
般
会
計
禰
正
予
算

　
こ
の
補
正
で
、
町
道
整
備
事
業
を

す
る
た
め
の
貸
付
け
措
置
が
昨
年
か

ら
継
続
に
な
っ
た
た
め
、
当
初
計
画

の
ほ
か
、
次
の
四
路
線
を
新
た
に
舗

装
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
上
湯
地
内
　
　
　
　
千
四
百
万
円

▼
松
之
山
地
内
（
公
会
堂
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
万
円

▼
冬
仙
線
の
管
領
塚
ま
で
（
松
里
農

協
前
か
ら
の
延
長
）
五
百
二
十
万
円

▼
水
梨
～
小
谷
間
　
四
百
五
十
万
円

　
こ
れ
ら
の
借
入
れ
の
ほ
か
、
交
付

税
、
県
補
助
金
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
千
八
百
六
十
三
万
円
を
含
む
総

額
三
千
二
百
七
十
万
四
干
円
の
補
正
。

　
そ
こ
で
、
使
い
み
ち
と
し
て
主
な

も
の
は
、
布
川
地
域
に
予
定
し
た
防

雪
セ
ン
タ
i
（
略
称
）
の
建
設
延
期

に
伴
う
三
千
二
百
万
円
余
り
の
減
額

借
置
。
先
述
の
町
道
舗
装
事
業
費
に

合
計
二
千
八
百
八
十
六
万
円
、
土
地

改
良
事
業
の
負
担
金
な
ど
が
七
百
七

十
五
万
円
、
豪
雪
対
策
補
助
金
四
百

六
十
万
円
、
町
道
の
災
害
復
旧
に
三

百
二
十
万
円
、
資
料
館
の
運
営
費
に

百
四
万
九
千
円
な
ど
で
す
。

◎
財
魔
の
取
得

　
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
（
小

松
D
ω
P
一
ー
型
）

　
　
　
　
　
　
七
百
七
十
六
万
千
円

◎
条
例
改
正
な
ど
へ
四
件
》

▼
選
挙
の
投
、
開
票
関
係
者
（
町
職

員
を
除
く
。
）
の
費
用
弁
償
の
改
正
。

▼
前
号
で
ご
招
介
し
た
町
奨
学
金
貸

与
条
例
に
基
金
制
度
を
新
設
し
、
こ

の
効
率
的
運
営
を
図
る
条
例
の
制
定
。

こ
れ
に
伴
い
二
十
二
万
円
の
基
金
で

当
面
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
国
保
税
の
最
高
限
度
額
を
十
五
万

円
か
ら
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
改
正
。

▼
高
令
者
な
ど
の
肉
牛
飼
育
事
業
基

金
額
を
三
百
九
十
三
万
六
千
円
に
減

額
改
正
。

◎
5
2
　
国
像
会
爵
嬬
正
予
算

　
国
保
税
、
し
ば
し
ば
町
政
に
お
い

て
論
議
の
的
と
な
る
税
金
。
そ
の
中

昧
五
百
万
円
を
今
年
度
分
の
国
保
税

か
ら
減
税
。
世
帯
平
均
四
千
三
百
円

弱
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
主
因
は
、
浦
田
診
療
所
の
国

に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
更
に
よ
る

補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

◎
決
議

▼
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
歯
舞
、
色
丹
、
国
後
及
び

択
ろ
ふ
の
各
島
の
領
土
を
｝
日
も
早

く
日
本
列
島
の
一
部
に
…
…
と
い
う

も
の
で
す
。

▼
小
・
中
学
校
の
寄
宿
舎
を
法
律
で

　
各
地
で
小
・
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
、
寄
宿
舎
の
設
爾
な
ど
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
昨
今
、
こ
れ
ら
の
経
費
を

国
の
法
律
に
よ
っ
て
支
総
し
て
ほ
し

い
。
　
右
二
件
は
、
大
臣
な
ど
に
そ
れ
ぞ

れ
文
書
で
提
出
し
ま
し
た
。
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町
総
合
計
画
③

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形
成

　
婦
人
の
家
庭
に
お
け
る
役
割
、
地

域
社
会
に
お
け
る
地
位
は
十
年
後
に

お
い
て
は
一
層
強
ま
ろ
う
。

　
町
づ
く
り
へ
の
婦
人
団
体
の
積
極

的
な
参
加
が
、
地
域
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
な
い
で
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
湯
山
神
楽
」
　
「
中
尾
神
楽
」
そ
し

て
「
松
之
山
太
鼓
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
町
の
民
俗
的
芸
能
や
文
化

を
現
代
青
年
が
立
派
に
受
け
継
い
で

い
る
例
が
あ
る
。

　
こ
れ
こ
そ
、
町
の
将
来
に
明
る
い

希
望
を
投
げ
か
け
る
に
足
る
事
例
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
“
祭
り
太
鼓
”

の
音
が
町
の
す
み
ず
み
に
響
き
わ
た

る
よ
う
な
町
づ
く
り
へ
と
町
政
を
住

民
と
共
に
進
め
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
松
之
山
町
に
は
過
疎
の
中
に

も
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
多

く
の
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
米
単
作
、

豪
雪
、
出
稼
ぎ
か
ら
の
脱
却
と
、
所

得
向
上
の
た
め
の
新
し
い
農
業
、
産

業
の
方
向
を
模
索
し
な
が
ら
…
…
。

　
そ
し
て
、
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
地

域
住
民
の
連
帯
感
を
再
び
生
き
生
き

と
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
の
努
力
が

積
み
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地

域
社
会
と
は
、
労
働
の
場
と
生
活
の

場
そ
れ
に
教
育
の
場
と
が
そ
の
地
域

に
一
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
家
族
が
一
諸
に
住

み
、
親
、
子
、
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
尊
重
さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
形

成
を
目
ざ
し
て
産
業
基
盤
の
整
備
、

生
活
環
境
施
設
の
整
備
並
び
に
教
育

．
文
化
施
設
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

産
業
振
興
へ
新
た
な
決
意

　
松
之
山
町
の
人
口
を
減
少
か
ら
増

加
に
転
ず
る
こ
と
は
至
難
で
あ
り
、

減
少
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

に
町
は
全
力
を
注
ぐ
こ
と
以
外
に
な

い
で
あ
ろ
う
。
十
年
後
（
昭
和
六
十

年
）
の
総
人
口
が
五
千
人
台
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
悲
願
で

あ
り
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
町
は

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
強
力
か

つ
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
現
状
の
よ
う
な
不
均
衡
な

年
令
階
層
別
人
口
情
成
が
少
し
で
も

、
是
正
さ
れ
、
く
び
れ
て
い
る
二
十
代
、

三
十
代
が
ふ
く
ら
む
よ
う
な
均
衡
の

と
れ
た
人
口
構
成
に
近
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
若

年
層
の
地
元
定
着
を
図
ら
な
け
れ
ば

須
山
等
も
そ
の
中
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
開
発
可
能
な
未
利
用
地
を
農

業
生
産
団
地
と
し
て
造
成
し
、
適
地

適
作
を
推
進
し
、
生
産
の
拡
大
と
所

得
の
増
大
に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
松
里
地
区
を
県
営
大
規

模
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
重
点
地
区

に
選
び
生
産
性
の
高
い
米
作
り
を
実

な
ら
ず
、
農
業
後
継
者
対
策
、
地
元

就
業
機
会
の
拡
大
な
ど
を
強
力
に
推

進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
若
い
人
達
が
魅
力
を
持
つ
農
業
に

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
り
、

彼
ら
の
経
営
志
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

「
通
勤
農
業
」
と
い
っ
た
新
し
い
試

み
も
決
断
に
値
し
よ
う
。

　
古
く
て
新
し
い

　
　
　
　
町
農
業
の
課
題

　
狭
あ
い
な
耕
地
条
件
を
待
つ
わ
が

町
に
も
、
農
業
的
開
発
の
可
能
な
余

地
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
鼻
毛
、

▲布川地区体育大会で（51．9

現
し
た
い
。

　
基
幹
作
目
で
あ
る
「
米
」
に
「
何
」

を
プ
ラ
ス
す
る
か
は
町
農
業
に
と
っ

て
、
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
現
在
着
実
に
進
行
し
つ

つ
あ
る
土
地
基
盤
整
備
事
業
以
後
の

農
業
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
、
節
約

さ
れ
た
労
力
を
何
に
振
り
向
け
る
か
、

と
い
う
間
題
も
新
た
に
提
起
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
機
会
に
、
農
家
の

身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
町
内
農
業

技
術
者
に
よ
る
技
術
指
導
の
強
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
農
業

技
術
者
養
成
の
た
め
の
「
基
金
構
想
」

も
具
体
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
い
。

　
豊
か
な
農
業
は
健
全
な
土
の
上
に

健
全
な
農
村
社
会
は
豊
か
な
農
業
の

上
に
こ
そ
形
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
、
明
日
の
松
之
山
町

を
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

定
住
社
会
の

　
　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て

　
こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
六
十
年
を

展
望
す
る
時
、
農
業
を
は
じ
め
産
業

の
振
興
が
図
ら
れ
農
業
者
の
所
得
増

大
と
生
活
水
準
の
向
上
が
達
成
さ
れ

れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
商
業
の
発
展
も

図
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
9

　
地
域
に
お
い
て
均
衡
の
と
れ
た
第

一
次
産
業
・
第
二
次
産
業
・
第
三
次

産
業
の
発
展
こ
そ
望
ま
し
い
発
展
の

姿
で
あ
り
、
十
年
後
の
展
望
に
お
い

て
も
こ
の
こ
と
は
不
変
の
原
則
で
あ

ろ
う
。

　
昭
和
六
十
年
を
目
標
に
、
町
民
が

等
し
く
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
の
地
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
働
き
、
そ
し
て
老

後
を
す
ご
す
こ
と
の
で
き
る
「
定
住

社
会
」
を
実
現
す
る
方
向
へ
、

住
民
と
と
も
に
努
力
を
積
み
重
ね
て

図安塚町菱里地域の電話が、9月7日14時からダイヤル式に。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
は
報

ゆ
く
こ
と
を
本
悪
の
基
本
に
塑
情

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
（
完
）
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノダイヤ



1
器
P
I

ll”1”””1”広報まつのやま　No．6011”1”II”llllll”II””髄”1””1”1”1”””
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1，701万4干円を積立て
一51年度一般会計予算最終補正一

臨
難
饗

ー
⑪
町
補
正
予
算
な
ど
ー

◎
繭
般
会
計
楠
正
予
算

　
追
加
補
正
は
五
百
四
十
九
万
四
千

円
で
、
そ
の
中
味
と
し
て
入
る
金
は

法
人
の
町
民
税
百
十
五
万
円
、
県
道

の
除
雪
委
託
金
百
九
十
万
円
な
ど
で

す
。
　
一
方
使
う
金
で
は
、
積
立
金
千
七

百
一
万
四
千
円
を
筆
頭
に
、
農
道
開

設
補
助
（
1
5
％
補
助
分
）
三
百
万
円
、

町
道
の
融
雪
補
修
砂
利
に
二
百
四
十

万
円
、
簡
易
水
道
会
計
へ
二
百
万
円

の
繰
出
し
な
ど
で
す
。

◎
簡
水
会
計
禰
正
予
算

　
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
た
二
百
万

円
は
、
松
里
簡
水
の
建
設
費
に
充
当

し
ま
し
た
。

◎
国
保
会
計
禰
正
予
算

　
国
保
事
業
で
は
国
庫

補
助
金
三
百
四
十
五
万

三
千
円
な
ど
が
入
り
、

予
備
費
に
三
百
八
十
こ

万
七
千
円
を
振
替
え
る

な
ど
し
ま
し
た
。

　
診
療
所
勘
定
で
は
、

松
之
山
が
二
千
万
円
、

浦
田
が
七
十
四
万
円
そ

れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◎
条
働
の
制
定

　
五
月
一
日
開
館
し
た
農
林
漁
業
資

料
館
の
管
理
な
ど
運
営
を
定
め
、
参

観
者
の
協
力
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
講
願
な
ど

▼
上
の
山
部
落
か
ら
町
道
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
の
陳
情
。

▼
五
十
二
年
産
米
の
政
府
買
入
れ
価

格
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て
。

定
購
響

　
　
　
『
鎌
麟
繍
決
、

◎
5
2
　
繭
般
会
計
禰
正
予
算

　
こ
の
補
正
で
、
町
道
整
備
事
業
を

す
る
た
め
の
貸
付
け
措
置
が
昨
年
か

ら
継
続
に
な
っ
た
た
め
、
当
初
計
画

の
ほ
か
、
次
の
四
路
線
を
新
た
に
舗

装
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
上
湯
地
内
　
　
　
　
千
四
百
万
円

▼
松
之
山
地
内
（
公
会
堂
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
万
円

▼
冬
仙
線
の
管
領
塚
ま
で
（
松
里
農

協
前
か
ら
の
延
長
）
五
百
二
十
万
円

▼
水
梨
～
小
谷
間
　
四
百
五
十
万
円

　
こ
れ
ら
の
借
入
れ
の
ほ
か
、
交
付

税
、
県
補
助
金
、
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
千
八
百
六
十
三
万
円
を
含
む
総

額
三
千
二
百
七
十
万
四
干
円
の
補
正
。

　
そ
こ
で
、
使
い
み
ち
と
し
て
主
な

も
の
は
、
布
川
地
域
に
予
定
し
た
防

雪
セ
ン
タ
i
（
略
称
）
の
建
設
延
期

に
伴
う
三
千
二
百
万
円
余
り
の
減
額

借
置
。
先
述
の
町
道
舗
装
事
業
費
に

合
計
二
千
八
百
八
十
六
万
円
、
土
地

改
良
事
業
の
負
担
金
な
ど
が
七
百
七

十
五
万
円
、
豪
雪
対
策
補
助
金
四
百

六
十
万
円
、
町
道
の
災
害
復
旧
に
三

百
二
十
万
円
、
資
料
館
の
運
営
費
に

百
四
万
九
千
円
な
ど
で
す
。

◎
財
魔
の
取
得

　
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
（
小

松
D
ω
P
一
ー
型
）

　
　
　
　
　
　
七
百
七
十
六
万
千
円

◎
条
例
改
正
な
ど
へ
四
件
》

▼
選
挙
の
投
、
開
票
関
係
者
（
町
職

員
を
除
く
。
）
の
費
用
弁
償
の
改
正
。

▼
前
号
で
ご
招
介
し
た
町
奨
学
金
貸

与
条
例
に
基
金
制
度
を
新
設
し
、
こ

の
効
率
的
運
営
を
図
る
条
例
の
制
定
。

こ
れ
に
伴
い
二
十
二
万
円
の
基
金
で

当
面
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
国
保
税
の
最
高
限
度
額
を
十
五
万

円
か
ら
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
る
な

ど
の
改
正
。

▼
高
令
者
な
ど
の
肉
牛
飼
育
事
業
基

金
額
を
三
百
九
十
三
万
六
千
円
に
減

額
改
正
。

◎
5
2
　
国
像
会
爵
嬬
正
予
算

　
国
保
税
、
し
ば
し
ば
町
政
に
お
い

て
論
議
の
的
と
な
る
税
金
。
そ
の
中

昧
五
百
万
円
を
今
年
度
分
の
国
保
税

か
ら
減
税
。
世
帯
平
均
四
千
三
百
円

弱
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
主
因
は
、
浦
田
診
療
所
の
国

に
お
け
る
位
置
づ
け
の
変
更
に
よ
る

補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
り
ま
す
。

◎
決
議

▼
北
方
領
土
の
早
期
返
還
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
歯
舞
、
色
丹
、
国
後
及
び

択
ろ
ふ
の
各
島
の
領
土
を
｝
日
も
早

く
日
本
列
島
の
一
部
に
…
…
と
い
う

も
の
で
す
。

▼
小
・
中
学
校
の
寄
宿
舎
を
法
律
で

　
各
地
で
小
・
中
学
校
の
統
合
に
よ

り
、
寄
宿
舎
の
設
爾
な
ど
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
昨
今
、
こ
れ
ら
の
経
費
を

国
の
法
律
に
よ
っ
て
支
総
し
て
ほ
し

い
。
　
右
二
件
は
、
大
臣
な
ど
に
そ
れ
ぞ

れ
文
書
で
提
出
し
ま
し
た
。
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町
総
合
計
画
③

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形
成

　
婦
人
の
家
庭
に
お
け
る
役
割
、
地

域
社
会
に
お
け
る
地
位
は
十
年
後
に

お
い
て
は
一
層
強
ま
ろ
う
。

　
町
づ
く
り
へ
の
婦
人
団
体
の
積
極

的
な
参
加
が
、
地
域
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
な
い
で
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
湯
山
神
楽
」
　
「
中
尾
神
楽
」
そ
し

て
「
松
之
山
太
鼓
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
町
の
民
俗
的
芸
能
や
文
化

を
現
代
青
年
が
立
派
に
受
け
継
い
で

い
る
例
が
あ
る
。

　
こ
れ
こ
そ
、
町
の
将
来
に
明
る
い

希
望
を
投
げ
か
け
る
に
足
る
事
例
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
“
祭
り
太
鼓
”

の
音
が
町
の
す
み
ず
み
に
響
き
わ
た

る
よ
う
な
町
づ
く
り
へ
と
町
政
を
住

民
と
共
に
進
め
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

　
今
、
松
之
山
町
に
は
過
疎
の
中
に

も
た
く
ま
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
多

く
の
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
米
単
作
、

豪
雪
、
出
稼
ぎ
か
ら
の
脱
却
と
、
所

得
向
上
の
た
め
の
新
し
い
農
業
、
産

業
の
方
向
を
模
索
し
な
が
ら
…
…
。

　
そ
し
て
、
失
わ
れ
よ
う
と
す
る
地

域
住
民
の
連
帯
感
を
再
び
生
き
生
き

と
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
の
努
力
が

積
み
重
ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
地

域
社
会
と
は
、
労
働
の
場
と
生
活
の

場
そ
れ
に
教
育
の
場
と
が
そ
の
地
域

に
一
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
家
族
が
一
諸
に
住

み
、
親
、
子
、
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
尊
重
さ
れ
、
調
和
の
と
れ
た
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
社
会
の
形

成
を
目
ざ
し
て
産
業
基
盤
の
整
備
、

生
活
環
境
施
設
の
整
備
並
び
に
教
育

．
文
化
施
設
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

産
業
振
興
へ
新
た
な
決
意

　
松
之
山
町
の
人
口
を
減
少
か
ら
増

加
に
転
ず
る
こ
と
は
至
難
で
あ
り
、

減
少
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

に
町
は
全
力
を
注
ぐ
こ
と
以
外
に
な

い
で
あ
ろ
う
。
十
年
後
（
昭
和
六
十

年
）
の
総
人
口
が
五
千
人
台
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
悲
願
で

あ
り
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
町
は

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
強
力
か

つ
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
現
状
の
よ
う
な
不
均
衡
な

年
令
階
層
別
人
口
情
成
が
少
し
で
も

、
是
正
さ
れ
、
く
び
れ
て
い
る
二
十
代
、

三
十
代
が
ふ
く
ら
む
よ
う
な
均
衡
の

と
れ
た
人
口
構
成
に
近
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
若

年
層
の
地
元
定
着
を
図
ら
な
け
れ
ば

須
山
等
も
そ
の
中
に
数
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
開
発
可
能
な
未
利
用
地
を
農

業
生
産
団
地
と
し
て
造
成
し
、
適
地

適
作
を
推
進
し
、
生
産
の
拡
大
と
所

得
の
増
大
に
結
び
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
松
里
地
区
を
県
営
大
規

模
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
重
点
地
区

に
選
び
生
産
性
の
高
い
米
作
り
を
実

な
ら
ず
、
農
業
後
継
者
対
策
、
地
元

就
業
機
会
の
拡
大
な
ど
を
強
力
に
推

進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
若
い
人
達
が
魅
力
を
持
つ
農
業
に

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
急
務
で
あ
り
、

彼
ら
の
経
営
志
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

「
通
勤
農
業
」
と
い
っ
た
新
し
い
試

み
も
決
断
に
値
し
よ
う
。

　
古
く
て
新
し
い

　
　
　
　
町
農
業
の
課
題

　
狭
あ
い
な
耕
地
条
件
を
待
つ
わ
が

町
に
も
、
農
業
的
開
発
の
可
能
な
余

地
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
鼻
毛
、

▲布川地区体育大会で（51．9

現
し
た
い
。

　
基
幹
作
目
で
あ
る
「
米
」
に
「
何
」

を
プ
ラ
ス
す
る
か
は
町
農
業
に
と
っ

て
、
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
現
在
着
実
に
進
行
し
つ

つ
あ
る
土
地
基
盤
整
備
事
業
以
後
の

農
業
の
在
り
方
、
す
な
わ
ち
、
節
約

さ
れ
た
労
力
を
何
に
振
り
向
け
る
か
、

と
い
う
間
題
も
新
た
に
提
起
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
機
会
に
、
農
家
の

身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
町
内
農
業

技
術
者
に
よ
る
技
術
指
導
の
強
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
農
業

技
術
者
養
成
の
た
め
の
「
基
金
構
想
」

も
具
体
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
い
。

　
豊
か
な
農
業
は
健
全
な
土
の
上
に

健
全
な
農
村
社
会
は
豊
か
な
農
業
の

上
に
こ
そ
形
成
さ
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら

フ
ロ
ン
テ
イ
ア
、
明
日
の
松
之
山
町

を
構
想
す
る
も
の
で
あ
る
。

定
住
社
会
の

　
　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て

　
こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
六
十
年
を

展
望
す
る
時
、
農
業
を
は
じ
め
産
業

の
振
興
が
図
ら
れ
農
業
者
の
所
得
増

大
と
生
活
水
準
の
向
上
が
達
成
さ
れ

れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
商
業
の
発
展
も

図
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
9

　
地
域
に
お
い
て
均
衡
の
と
れ
た
第

一
次
産
業
・
第
二
次
産
業
・
第
三
次

産
業
の
発
展
こ
そ
望
ま
し
い
発
展
の

姿
で
あ
り
、
十
年
後
の
展
望
に
お
い

て
も
こ
の
こ
と
は
不
変
の
原
則
で
あ

ろ
う
。

　
昭
和
六
十
年
を
目
標
に
、
町
民
が

等
し
く
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
の
地
に

生
ま
れ
、
育
ち
、
働
き
、
そ
し
て
老

後
を
す
ご
す
こ
と
の
で
き
る
「
定
住

社
会
」
を
実
現
す
る
方
向
へ
、

住
民
と
と
も
に
努
力
を
積
み
重
ね
て

図安塚町菱里地域の電話が、9月7日14時からダイヤル式に。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
は
報

ゆ
く
こ
と
を
本
悪
の
基
本
に
塑
情

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
（
完
）
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノダイヤ
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一7月24日一

　
昨
年
、
町
内
で
作
付
け
さ
れ
た
水

稲
品
種
数
は
、
う
る
ち
弱
、

計
邸
品
種
で
し
た
。

　
異
常
低
温
気
象
で
あ
っ
た
た
め
、

品
種
間
で
病
害
虫
や
収
量
に
相
当
の

も
ち
20
、

差
が
出
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
内
に
も
気
象
は
じ
め

土
質
、
水
田
条
件
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

差
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
品
種
も
画
一
化
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
o

　
で
も
、
同
一
条
件
で
品
種
の
待
性

魎f‘㎜禺藺麟■

　潟

の
参
考
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
既
報
の
と
お
り
光
間
と

田
麦
立
に
試
験
ほ
を
設
け
十
八
品
種

の
比
較
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
は
、
光
問
が
五
月
二
十
七

播種4月20日
田植5月27日

日
、
田
麦
立
が
六
月
三
日
で
す
。

　
苗
は
二
本
植
え
で
、
田
植
え
後
五

十
日
目
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
光
間
ほ

場
が
草
丈
で
5
㎝
～
m
㎝
、
茎
数
で

2
本
～
5
本
位
な
ど
、
そ
の
他
全
般

に
上
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
中
で
も
、
出
穂
の
早
い
フ
ジ
ヒ
カ

リ
（
中
国
6
3
号
）
は
、
光
間
で
七
月

二
十
四
日
、
五
日
ぐ
ら
い
遅
れ
て
ふ

系
鵬
号
、
同
期
号
、
シ
ュ
ウ
レ
イ
、

新
潟
2
号
、
レ
イ
メ
イ
と
続
い
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
「
フ
ジ
ヒ
カ
リ
一
は
中
国

農
試
で
今
年
新
し
く
登
緑
し
た
品
種

で
、
時
な
し
早
ど
り
品
種
（
普
通
、

本
田
で
八
十
日
か
ら
八
十
五
日
の
短

期
）
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
内
で
も
耐
病
性
、
収
量
な
ど
の
点

で
、
ど
う
か
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
新
潟
2
号
」
は
、
イ
モ

チ
病
な
ど
の
耐
病
性
、
耐
倒
伏
性
と

も
強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
他
品

種
と
の
比
較
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
場
に
は
看
板
が
あ
り
、
品
種
表

示
、
生
育
状
況
な
ど
も
掲
げ
て
あ
り

ま
す
。

　
近
く
へ
お
こ
し
の
節
は
、
ご
覧
下

さ
い
。

盛
～
9
奪
盧
畢
冒
曹
【
5
歪
の
；
｝
璽
｛
p

醗　　　幽
ロ　ロリ
至新山
謄胃、，

、
、
廠
－
『

黙野騒［
へ

り
ゆ
ロ
リ

、
温

　
．
“

埴ヨ堕

緊一＿＿

　
　
　
　
　
　
畷
．

・

光間ほ場　　　〆
標高約340聖／
、＿＿〆’

　　一　噂一・』　唱

し．．

　　　展示品種名
コシヒカリ　○北陸100号　ふ系109号　ふ系108号
ホウネンワセ　北陸99号　　アキヒカリ　　フジミノリ

新潟2号　　　新潟モチ5号　トドロキワセ　ヨネシロ

こがねモチ　　フジヒカリ　●シモキタ　　●南栄（ナンエイ》

シュウレイ　○レイメイ

O印は光間のみ　●印は田麦立のみ展示です。

　　　　　播種4月2’8日

ノ”｝燭田植6月　3日
田麦立ほ場

標高約670m
一』、　　　　、隅

・
『
・
・
5
韓
緯
般
司
通
講
腰
ロ
霞
，
・
ド
〆
β
・
陣
砥
量
評
舞
・

墨
櫓

至中立山

一

、
、
邑

　
　
集
会
所

　
田
麦
立

5

悟
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閲
　
数
年
前
か
ら
国
民
年
金
に
も
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
ど
れ
位
年
金
額
が

増
額
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
年
金
額
が
増
え
て
も
、
保

険
料
に
変
り
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
（
三
桶
、
志
賀
シ
ズ
さ
ん
）

答
　
今
年
の
主
な
改
正
点
は
、
別
記

の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
昨
年

度
の
消
費
者
物
価
指
数
が
、
九
・
四

％
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
拠
出

制
の
年
金
（
老
令
は
じ
め
、
通
算
老

令
、
障
害
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
の
各

年
金
）
に
お
い
て
、
こ
の
率
に
応
じ
、

去
る
七
月
分
か
ら
引
上
げ
た
新
し
い

年
金
額
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
料
は
昨
年
の
改
正
で
、

来
年
四
月
分
か
ら
月
々
二
、
五
〇
〇

円
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
月
二
、

七
三
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
ご
質
間
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
福
祉
年
金
に
も
改
正
が
あ
り
ま

年
金
額
は

　
　
　
　
上
っ
て
も

　
　
　
　
　
保
険
料
は

し
た
。
こ
れ
も
、
九
・
四
％
を
上
回

る
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
額
の
引
上
げ
時
期
は
、
昨
年

よ
り
二
ヵ
月
早
い
、
八
月
分
か
ら
実

施
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
結
果
、
九

　
　
　
　
　
　
月
の
支
払
い
期
に

　
　
　
　
　
　
は
、
さ
っ
そ
く
こ

　
　
　
　
　
　
の
恩
恵
に
あ
ず
か

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
そ
れ
か
ら
、
今

後
は
盆
と
暮
に
年

金
を
支
払
う
こ
と

鞍
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
＆
A

項事善改な・
もお区分

1、物価スライドによる年金額の引き

　上げ　　　　　　　（527実施）

　ア、老齢年金　　　　　（月　額）

　　　5年年金15，000円→16，408円

　　10年年金20，500円→22，425円

　　25年年金32，500円→35，558円

　イ、障害年金

　　　1　　級41，250円→45，125円

　　　2　　級33，000円→36，100円

　ウ、母子・準母子・遺児の各年金

　　　　　　33，000円→36，100円

2、老齢年金の額の特例

　　　　　　　　　　（528実施）

　（最低保障）13，500円→15，000円

3、保険料の改定　　　（534実施）

　　定額保険料2，200円→2，730円

拠

出

年

金

に
な
り
ま
し
た
。

　
来
月
、
九
月
に
年

金
を
受
け
と
る
と
、

そ
の
次
は
十
二
月
に

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
よ

り
一
カ
月
づ
つ
早
く

な
っ
た
訳
で
す
。

　
ま
た
、
十
二
月
支

払
い
期
だ
け
は
、
特

に
希
望
す
れ
ば
十
一

月
に
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　福　　　祉　　　年　　　金

1、年金額の引き上げ（528実施
　　　　　　　　　　（月　額）

　ア、老齢年金13，500円→15，000円

　イ、障害年金

　　　1　　級20，300円→22，500円

　　　2　　級13，500円→15，000円

　ウ、母子・準母子
　　　　　　　17，600円→19，500円

2、支払い期日の変更（52．10実施）

　　　1月・5月・9月

　　　　　　→4月・8月・12月

3、所得制限の援和（525実施）

　　本人……2人世帯の場合

　　　老齢・障害

　　　　　153万円→164万円

　　　母子・準母子

　　　　　　年収296万円→320万円

・
年
金
証
圭
日
迭
お
返
t
t
ま
了

　福祉年金の証書は、下記の日程により、お返しし

ます。都合のよい場所でお受けとり下さい。

◎9月2日（金）

9時より10時まで浦田支所

10時30分から11時まで　中立山集落センター

11時30分から11時40分まで黒倉分校
13時から14時30分まで老人いこいの家

15時から16時まで布川農協

16時10分から16時30分まで坪野公会堂前
16時40分から16時50分まで東山冬期分校

◎9月6日（火）

8時30分から15時まで役場年金係窓口

お
待
た
せ
し
ま
し
た
◎印かんを忘れずに、ご持参下さい。

◎9月2日に都合の悪い方は、3日以降に役場年金

　　　係の窓ロヘおこし下さい。
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磐
簾

一7月24日一

　
昨
年
、
町
内
で
作
付
け
さ
れ
た
水

稲
品
種
数
は
、
う
る
ち
弱
、

計
邸
品
種
で
し
た
。

　
異
常
低
温
気
象
で
あ
っ
た
た
め
、

品
種
間
で
病
害
虫
や
収
量
に
相
当
の

も
ち
20
、

差
が
出
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
内
に
も
気
象
は
じ
め

土
質
、
水
田
条
件
な
ど
い
ろ
い
ろ
と

差
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
品
種
も
画
一
化
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
o

　
で
も
、
同
一
条
件
で
品
種
の
待
性

魎f‘㎜禺藺麟■

　潟

の
参
考
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
既
報
の
と
お
り
光
間
と

田
麦
立
に
試
験
ほ
を
設
け
十
八
品
種

の
比
較
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
田
植
え
は
、
光
問
が
五
月
二
十
七

播種4月20日
田植5月27日

日
、
田
麦
立
が
六
月
三
日
で
す
。

　
苗
は
二
本
植
え
で
、
田
植
え
後
五

十
日
目
の
比
較
に
よ
れ
ば
、
光
間
ほ

場
が
草
丈
で
5
㎝
～
m
㎝
、
茎
数
で

2
本
～
5
本
位
な
ど
、
そ
の
他
全
般

に
上
回
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
中
で
も
、
出
穂
の
早
い
フ
ジ
ヒ
カ

リ
（
中
国
6
3
号
）
は
、
光
間
で
七
月

二
十
四
日
、
五
日
ぐ
ら
い
遅
れ
て
ふ

系
鵬
号
、
同
期
号
、
シ
ュ
ウ
レ
イ
、

新
潟
2
号
、
レ
イ
メ
イ
と
続
い
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
「
フ
ジ
ヒ
カ
リ
一
は
中
国

農
試
で
今
年
新
し
く
登
緑
し
た
品
種

で
、
時
な
し
早
ど
り
品
種
（
普
通
、

本
田
で
八
十
日
か
ら
八
十
五
日
の
短

期
）
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
内
で
も
耐
病
性
、
収
量
な
ど
の
点

で
、
ど
う
か
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
新
潟
2
号
」
は
、
イ
モ

チ
病
な
ど
の
耐
病
性
、
耐
倒
伏
性
と

も
強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
他
品

種
と
の
比
較
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
場
に
は
看
板
が
あ
り
、
品
種
表

示
、
生
育
状
況
な
ど
も
掲
げ
て
あ
り

ま
す
。

　
近
く
へ
お
こ
し
の
節
は
、
ご
覧
下

さ
い
。

盛
～
9
奪
盧
畢
冒
曹
【
5
歪
の
；
｝
璽
｛
p

醗　　　幽
ロ　ロリ
至新山
謄胃、，

、
、
廠
－
『

黙野騒［
へ

り
ゆ
ロ
リ

、
温

　
．
“

埴ヨ堕

緊一＿＿

　
　
　
　
　
　
畷
．

・

光間ほ場　　　〆
標高約340聖／
、＿＿〆’

　　一　噂一・』　唱

し．．

　　　展示品種名
コシヒカリ　○北陸100号　ふ系109号　ふ系108号
ホウネンワセ　北陸99号　　アキヒカリ　　フジミノリ

新潟2号　　　新潟モチ5号　トドロキワセ　ヨネシロ

こがねモチ　　フジヒカリ　●シモキタ　　●南栄（ナンエイ》

シュウレイ　○レイメイ

O印は光間のみ　●印は田麦立のみ展示です。

　　　　　播種4月2’8日

ノ”｝燭田植6月　3日
田麦立ほ場

標高約670m
一』、　　　　、隅

・
『
・
・
5
韓
緯
般
司
通
講
腰
ロ
霞
，
・
ド
〆
β
・
陣
砥
量
評
舞
・

墨
櫓

至中立山

一

、
、
邑

　
　
集
会
所

　
田
麦
立

5

悟
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閲
　
数
年
前
か
ら
国
民
年
金
に
も
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
導
入
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
ど
れ
位
年
金
額
が

増
額
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
年
金
額
が
増
え
て
も
、
保

険
料
に
変
り
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
（
三
桶
、
志
賀
シ
ズ
さ
ん
）

答
　
今
年
の
主
な
改
正
点
は
、
別
記

の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
は
、
昨
年

度
の
消
費
者
物
価
指
数
が
、
九
・
四

％
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
拠
出

制
の
年
金
（
老
令
は
じ
め
、
通
算
老

令
、
障
害
、
母
子
、
寡
婦
な
ど
の
各

年
金
）
に
お
い
て
、
こ
の
率
に
応
じ
、

去
る
七
月
分
か
ら
引
上
げ
た
新
し
い

年
金
額
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
険
料
は
昨
年
の
改
正
で
、

来
年
四
月
分
か
ら
月
々
二
、
五
〇
〇

円
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
、
月
二
、

七
三
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
ご
質
間
に
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
福
祉
年
金
に
も
改
正
が
あ
り
ま

年
金
額
は

　
　
　
　
上
っ
て
も

　
　
　
　
　
保
険
料
は

し
た
。
こ
れ
も
、
九
・
四
％
を
上
回

る
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
額
の
引
上
げ
時
期
は
、
昨
年

よ
り
二
ヵ
月
早
い
、
八
月
分
か
ら
実

施
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
結
果
、
九

　
　
　
　
　
　
月
の
支
払
い
期
に

　
　
　
　
　
　
は
、
さ
っ
そ
く
こ

　
　
　
　
　
　
の
恩
恵
に
あ
ず
か

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
そ
れ
か
ら
、
今

後
は
盆
と
暮
に
年

金
を
支
払
う
こ
と

鞍
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
＆
A

項事善改な・
もお区分

1、物価スライドによる年金額の引き

　上げ　　　　　　　（527実施）

　ア、老齢年金　　　　　（月　額）

　　　5年年金15，000円→16，408円

　　10年年金20，500円→22，425円

　　25年年金32，500円→35，558円

　イ、障害年金

　　　1　　級41，250円→45，125円

　　　2　　級33，000円→36，100円

　ウ、母子・準母子・遺児の各年金

　　　　　　33，000円→36，100円

2、老齢年金の額の特例

　　　　　　　　　　（528実施）

　（最低保障）13，500円→15，000円

3、保険料の改定　　　（534実施）

　　定額保険料2，200円→2，730円

拠

出

年

金

に
な
り
ま
し
た
。

　
来
月
、
九
月
に
年

金
を
受
け
と
る
と
、

そ
の
次
は
十
二
月
に

な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
よ

り
一
カ
月
づ
つ
早
く

な
っ
た
訳
で
す
。

　
ま
た
、
十
二
月
支

払
い
期
だ
け
は
、
特

に
希
望
す
れ
ば
十
一

月
に
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　福　　　祉　　　年　　　金

1、年金額の引き上げ（528実施
　　　　　　　　　　（月　額）

　ア、老齢年金13，500円→15，000円

　イ、障害年金

　　　1　　級20，300円→22，500円

　　　2　　級13，500円→15，000円

　ウ、母子・準母子
　　　　　　　17，600円→19，500円

2、支払い期日の変更（52．10実施）

　　　1月・5月・9月

　　　　　　→4月・8月・12月

3、所得制限の援和（525実施）

　　本人……2人世帯の場合

　　　老齢・障害

　　　　　153万円→164万円

　　　母子・準母子

　　　　　　年収296万円→320万円

・
年
金
証
圭
日
迭
お
返
t
t
ま
了

　福祉年金の証書は、下記の日程により、お返しし

ます。都合のよい場所でお受けとり下さい。

◎9月2日（金）

9時より10時まで浦田支所

10時30分から11時まで　中立山集落センター

11時30分から11時40分まで黒倉分校
13時から14時30分まで老人いこいの家

15時から16時まで布川農協

16時10分から16時30分まで坪野公会堂前
16時40分から16時50分まで東山冬期分校

◎9月6日（火）

8時30分から15時まで役場年金係窓口

お
待
た
せ
し
ま
し
た
◎印かんを忘れずに、ご持参下さい。

◎9月2日に都合の悪い方は、3日以降に役場年金

　　　係の窓ロヘおこし下さい。
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建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
建
退

共
）
を
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

人
た
ち
の
た
め
に
、
国
が
つ
く
っ
た

も
の
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
共
済
に
加

入
す
る
の
は
、
事
業
主
で
あ
っ
て
、

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
し
か
し
、
こ
の
共
済
金
は
前
述
の

と
お
り
で
、
加
入
し
て
い
る
事
業
主

の
も
と
を
転
々
と
変
え
て
も
、
働
い

た
日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
に
な

り
、
最
低
五
百
四
日
で
受
給
資
格
が

つ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
建
設
現
場
の
仕
事
を
し

な
く
な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
　
例
え
ば
、
五
百
四
日
稼
働
の
場
合
、

共
済
金
額
は
、
年
額
で
三
万
二
百
四

十
円
と
な
り
ま
す
。

親
方
の
場
合
、
集
団
で
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
働
く
人
の
作
業
内
容
は
、
現
場
で

働
く
大
工
は
じ
め
左
管
、
と
び
、
土

工
、
電
工
、
配
管
工
、
塗
装
工
、
運

五
〇
四
日
で
退
職
金
が
デ
ル
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
建

　
加
入
で
き
る
事
業
主
の
範
囲
は
、

総
合
は
じ
め
専
門
、
職
別
、
元
請
、

下
請
、
専
業
、
兼
業
、
ま
た
許
可
を

受
け
て
い
る
否
に
無
関
係
で
、
す
べ

て
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
人

退
　
共
　
－

転
工
な
ど
で
、
日
給
と
か
月
給
、
役

付
に
関
係
な
く
、
出
稼
者
も
含
め
、

建
設
業
の
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
主
の
特
典
と
し
て
、
掛
金
の

しかし…
　
高
校
生
の
非
行
事
件
が

後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
郡
内
で
も
多
発

の
傾
向
に
あ
り
、
学
校
当

局
は
じ
め
家
庭
な
ど
の
関

係
者
に
大
き
な
“
シ
ョ
ッ

ク
”
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
に
夏
は
、
問
題
の

多
い
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
注

意
を
し
合
い
、
正
し
い
社

会
人
へ
の
案
内
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

▼
子
供
の
日
常
生
活
に
関

心
を
〃
”

　
子
供
の
服
装
・
持
ち
物
、

生
活
態
度
の
変
化
に
気
を

つ
け
、
気
が
つ
い
た
ら
そ

の
都
度
助
言
な
り
、
指
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
で
、
不
起
訴

翻
簿
縄
繋
馨
恕

農
w
人
鱗
輪
難
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
裁
判
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犯
人
の
処
罰
を
求
め
る
（
起
訴
）
の

き寝入りは

昔のこと

は
、
検
察
官
の
仕
事
で
す
。

　
し
か
し
、
検
察
官
は
全
部
の
犯
人

を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
察
官
の
判
断
で
起
訴
し
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
不
起
訴
処
分
に
な
っ
た
も
の

を
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

　
十
一
人
の
審
査
員
が
こ
の
申
立
て

を
受
け
る
と
、
事
件
の
真
相
を
調
査

し
て
起
訴
す
べ
き
、
と
判
断
し
た
場

合
検
事
正
に
対
し
、
そ
の
旨
を
勧
告

免
税
、
持
別
融
資
な
ど
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

　
町
内
で
加
入
し
て
い
る
事
業
主
は
、

高
橋
組
、
飯
塚
建
設
、
大
海
組
、
大

武
工
務
店
、
小
口
組
、
村
山
建
材
の

六
事
業
所
で
す
。

　
加
入
の
申
込
み
な
ど
、
く
わ
し
い

こ
と
は
、
左
記
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
新
潟
市
学
校
町
ニ
ノ
五
二
九
五
．

　
　
　
新
潟
建
設
会
館
内

　
　
建
退
共
　
新
潟
県
支
部

　
　
欝
新
潟
（
二
二
」
ー
七
一
〇
一

祉
員

鞠
　
「
献
血
」
で
お
な
じ
み
の
日
赤
。

こ
の
社
費
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
ど
し
ど
し
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
日
赤
で
は
、
こ
の
社
費
を
災
害
救

護
は
じ
め
血
液
、
医
療
、
社
会
福
祉

な
ど
の
事
業
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
の
一
二
ニ
カ
国
赤
十

字
と
手
を
結
び
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
レ

バ
ノ
ン
な
ど
の
難
民
救
援
に
も
、
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
地
す
べ
り
災
害
か
ら
十
余

年
。
こ
の
災
害
で
は
、
日
赤
よ
り
物

資
な
ど
の
救
援
を
受
け
、
ピ
ン
チ
か

ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
月
の
納
税

　
　
●
県
・
町
民
税

　
　
●
国
保
税

…
＊
…
＊
…

　
申
　
告

　
　
●
水
稲
の
被
害
申
告

　
　
●
各
区
長
へ

　
　
●
〆
切
　
8
月
2
5
日

募
集
中

　
　
　
　
　
ー
日
本
赤
十
字
社
1

昭和52年度日赤社費中間報告

405000円
　　　800円

　　5500円
　　6000円

41Z300円

300円社員　　1，350人
400円社員　　　　　　2人

500円社員　　　　　11人

1，000円社員　　　　6人

　　　　　計　1，369人
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気男は狼なのよヤというけれど
を
受
専
罐
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．

▼
生
矯
に
、
も
3
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律

を
翻
を
題

行
軌
響
譲
盤
麓

の
子
守
り
噂
．
麟

毎
日
の
生
藷
歪
の
き

ま
り
盛
難
穿
る
こ

と
は
、
社
郵
贈
で
の
基

本
と
も
な
り
ま
ね
響

　
キ
ャ
ン
プ
・
然
泊
旅
行

な
ど
に
は
必
ず
成
塀
物
引

卒
者
を
同
行
さ
せ
て
下
さ

、
o
　
　
　
　
　
　
ー
熱
襲
、
懸
饗
蓼

し

轟饗

蓬
馨
動

は
、
饗
ル
ー
プ
に
よ
る
こ

と
が
大
き
い
。

　
友
だ
ち
の
人
澗
も
よ
う

に
充
分
注
意
し
、
持
に
個

室
、
バ
獲
然
響
薬
る

行
軌
難
穿
鰺
丸
藩
る

撫
犠
嚇
に
”

好
撫
螺
、
叢
立
つ
の
は
、

今
短
．
．
鯨
人

歩
亀
雛
潔

議
饗
緯
，

オ
オ
驚
麟
”
の
鳳
さ
、
小

羊
自
身
の
術
を
暮
段
か
ら

身
に
宵
け
さ
紺
ま
七
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
国
の
機
関
で
あ
り
、
そ
の
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
私
た
ち
の
代
表
で
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

方
は
、
一
、
三
六
九
人
で
、
金
額
は

四
十
一
万
七
干
三
百
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
分
区
で
は
、
全
世
帯
加
入
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
世
帯
の

方
に
も
、
日
赤
の
精
神
、
事
業
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
加
入
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

ン
診
ガ
検

宮子

図8月18日一松里公民館
図8月19日一東川診療所
図8月22日一役場
図8月23日一浦田支所
図受付時聞一12時30分から

　　　　　　　13時まで

戸

人ロのうごき

　（昭和52年8月1日現在）

人口5，687人（△123）

　　男2，790人（△55）

　　女2，897人（△68）
世帯数　　1，5冒6世帯（△28）

［刀（　）内は昨年の同日比。
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●8月29日一松里公民

●8月30日一東川小学

●8月31日一役場

●9月1日一浦田支所
●受付時間一午前8時

　　　　　より
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口

　
　
も
れ
者
全
部
対
象
（
今
ま
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で
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っ
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）
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時
間
な
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詳
細
は
、
後
日
回

覧
し
ま
す
。
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建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
建
退

共
）
を
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

人
た
ち
の
た
め
に
、
国
が
つ
く
っ
た

も
の
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
共
済
に
加

入
す
る
の
は
、
事
業
主
で
あ
っ
て
、

そ
こ
で
働
く
人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
し
か
し
、
こ
の
共
済
金
は
前
述
の

と
お
り
で
、
加
入
し
て
い
る
事
業
主

の
も
と
を
転
々
と
変
え
て
も
、
働
い

た
日
数
分
の
掛
金
が
全
部
通
算
に
な

り
、
最
低
五
百
四
日
で
受
給
資
格
が

つ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
建
設
現
場
の
仕
事
を
し

な
く
な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
　
例
え
ば
、
五
百
四
日
稼
働
の
場
合
、

共
済
金
額
は
、
年
額
で
三
万
二
百
四

十
円
と
な
り
ま
す
。

親
方
の
場
合
、
集
団
で
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
働
く
人
の
作
業
内
容
は
、
現
場
で

働
く
大
工
は
じ
め
左
管
、
と
び
、
土

工
、
電
工
、
配
管
工
、
塗
装
工
、
運

五
〇
四
日
で
退
職
金
が
デ
ル
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
建

　
加
入
で
き
る
事
業
主
の
範
囲
は
、

総
合
は
じ
め
専
門
、
職
別
、
元
請
、

下
請
、
専
業
、
兼
業
、
ま
た
許
可
を

受
け
て
い
る
否
に
無
関
係
で
、
す
べ

て
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
一
人

退
　
共
　
－

転
工
な
ど
で
、
日
給
と
か
月
給
、
役

付
に
関
係
な
く
、
出
稼
者
も
含
め
、

建
設
業
の
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
主
の
特
典
と
し
て
、
掛
金
の

しかし…
　
高
校
生
の
非
行
事
件
が

後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
郡
内
で
も
多
発

の
傾
向
に
あ
り
、
学
校
当

局
は
じ
め
家
庭
な
ど
の
関

係
者
に
大
き
な
“
シ
ョ
ッ

ク
”
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
に
夏
は
、
問
題
の

多
い
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
注

意
を
し
合
い
、
正
し
い
社

会
人
へ
の
案
内
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

▼
子
供
の
日
常
生
活
に
関

心
を
〃
”

　
子
供
の
服
装
・
持
ち
物
、

生
活
態
度
の
変
化
に
気
を

つ
け
、
気
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つ
い
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ら
そ

の
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度
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言
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り
、
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縄
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（
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の
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は
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察
官
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仕
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。

　
し
か
し
、
検
察
官
は
全
部
の
犯
人

を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検
察
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も
の
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。
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察
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。
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告
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税
、
持
別
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資
な
ど
い
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つ
か
あ
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す
。
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て
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は
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飯
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、
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、
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務
店
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建
材
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六
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業
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。
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ど
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は
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は
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め
血
液
、
医
療
、
社
会
福
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ど
の
事
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に
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ま
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ま
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と
手
を
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び
、
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ナ
、
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バ
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ン
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の
難
民
救
援
に
も
、
一
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て
い
ま
す
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松
之
山
地
す
べ
り
災
害
か
ら
十
余

年
。
こ
の
災
害
で
は
、
日
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よ
り
物

資
な
ど
の
救
援
を
受
け
、
ピ
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る
こ
と
が
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き
ま
し
た
。

今
月
の
納
税

　
　
●
県
・
町
民
税

　
　
●
国
保
税

…
＊
…
＊
…

　
申
　
告

　
　
●
水
稲
の
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字
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昭和52年度日赤社費中間報告

405000円
　　　800円

　　5500円
　　6000円

41Z300円

300円社員　　1，350人
400円社員　　　　　　2人

500円社員　　　　　11人

1，000円社員　　　　6人

　　　　　計　1，369人
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穿
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持
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で
に
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せ
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方
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一
、
三
六
九
人
で
、
金
額
は

四
十
一
万
七
干
三
百
円
と
な
っ
て
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ま
す
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町
分
区
で
は
、
全
世
帯
加
入
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
世
帯
の

方
に
も
、
日
赤
の
精
神
、
事
業
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
加
入
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
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宮子

図8月18日一松里公民館
図8月19日一東川診療所
図8月22日一役場
図8月23日一浦田支所
図受付時聞一12時30分から

　　　　　　　13時まで

戸

人ロのうごき

　（昭和52年8月1日現在）

人口5，687人（△123）

　　男2，790人（△55）

　　女2，897人（△68）
世帯数　　1，5冒6世帯（△28）

［刀（　）内は昨年の同日比。
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彦
鰍
鞍
奪
る
車
の

％
鍔
舞
軽
自
動
車
・
こ
輪

　
　
　
　
　
　
。
小
型
持
殊
自
動

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
ま

◎
　
嘉
な
い

な
緯
鴇
の
『
部
ぞ
正
に
車
の
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鍵
無
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総織また
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
‘
　
よ

カ
ギ
捲

こ
．
今

　税
金

彰

0名を超えました

彰されました。

（松口・鋤や）

（西之前噺宅）

曹根・干坂）

小谷・干場）

噺田・安ぺえ）

逼田・中屋）
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q
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天
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助
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